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編
集
後
記

国
東
市
国
東
町

　森
川 

優
咲
さ
ん
（
28
）

玖
珠
郡
玖
珠
町

　秋
吉
麻
莉
江
さ
ん
（
30
）

❶
畜
産
経
営
　
和
牛
繁
殖
１
２
０
頭

❷
仕
事
で
の
苦
労
は
喜
び
で
す
。

❸
納
得
の
い
く
子
牛
に
仕
上
が
っ
た

時
や
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

る
時
。
　

❹
大
人
に
な
っ
た
半
面
、
子
供
の
よ
う

な
面
が
多
々
あ
る
こ
と
。
　

❺
家
族
サ
ー
ビ
ス
。
娘
と
一
緒
に
過
ご

し
ま
す
。
　

❻
一
次
産
業
を
極
め
、
国
東
か
ら
世
界

へ
と
良
質
な
和
牛
を
届
け
、
食
卓
を

笑
顔
に
し
た
い
で
す
。

❶
農
業
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ
ス
）

❷
夏
場
の
暑
い
時
期
の
作
業
で
す
。

❸
よ
い
品
物
が
出
荷
で
き
た
時
。

❹
の
ん
気
な
所
で
す
。

❺
子
供
と
遊
ん
だ
り
、
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
ま
す
。

❻
今
よ
り
い
い
品
質
の
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
「
広

報
紙
き
ら
り
」
と
は
別
に
農
業
共
済

新
聞
で
月
２
回
「
お
お
い
た
版
」
と

い
う
紙
面
を
制
作
し
て
い
ま
す
。「
お

お
い
た
版
」
で
４
月
か
ら
『
集
落
創

生
』と
い
う
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
た
県
内
の
集
落
で
は
、
脈
々
と
農

業
が
営
ま
れ
、
生
活
に
密
着
し
た
文

化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

高
齢
化
・
小
規
模
集
落
化
は
進
み
、

集
落
機
能
の
維
持
が
大
き
な
課
題
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
集
落
の
抱
え
る
事
情
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
事
例
か
ら
、「
持
続
可
能
な

集
落
創
り
」の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
。

そ
し
て
、
集
落
の
た
め
に
汗
を
流
す

人
々
の
姿
も
伝
え
て
い
き
ま
す
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

伝えたい“ふるさとの味”
①
大
豆
を
一
晩
水
に
浸
し
て
お
く
。

②
人
参
と
水
で
戻
し
た
キ
ク
ラ
ゲ
を
千
切
り
に
し
、
か

ま
ぼ
こ
を
５
ミ
リ
の
細
切
り
に
す
る
。

③
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
大
豆
、ご
ぼ
う
を
入
れ
、粗

み
じ
ん
に
す
る
。

④
鍋
に
油
を
入
れ
、大
豆
、ご
ぼ
う
、人
参
、キ
ク
ラ
ゲ
を

炒
め
、水
、酒
、醤
油
、砂
糖
を
加
え
る
。

⑤
水
分
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
ら
、
と
き
卵
を
加
え
水

分
が
な
く
な
る
ま
で
炒
め
る
。

⑥
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
、
か

ま
ぼ
こ
を
加
え
、火
を
通
す
。

最
後
に
煙
が
出
る
く
ら
い
熱

し
た
油
を
回
し
か
け
て
、
よ

く
混
ぜ
る
。

レシピ提供
玖珠町 衛藤奈美子さん

農業、道の駅「童話の里くす」や
「良心市」（地元農産物や加工品
販売の店）に手作りの弁当、おこ
わ、惣菜、餅などを毎日出品。味
がよく、いつも売り切れてしまう。
NOSAI 女性部玖珠支部長

材料（５人前）
大豆（乾） ２合
ごぼう　 100g
人参　 １本
キクラゲ　 30g
ミックスベジタブル　 200g
かまぼこ　 ２本
卵　 ４個

水　 ２合
酒　 １合
薄口醤油　 50cc
砂糖　 150g
油　 100cc

大
豆
そ
ぼ
ろ

あ
き
よ
し  

お   

り   

え

も
り
か
わ  

ゆ
う
さ
く
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▶エンジンオイル
　の給油口

エンジンオイルフィルタ

冷却水の量と色を確認

ターミナル

極端に液量が
減っている

上限（FULL）
下限（LOW）

※液量の見えない補水不
要タイプもあります。
その場合、バッテリー
上面にある充電状態点
検窓にて状態を確認し
ます。（メンテナンス
フリーバッテリー）

▲規定量が入って
　いるかを確認

ト
ラ
ク
タ
ー
のの

ポ
イ
ン
ト

点
検・整
備

（－）端子

ハイドロメータ

（＋）端子

排気穴

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

【
点
検
】

① 

オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
の
先
端
が
、
上
限
と
下

限
の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

② 

オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
を
確
認
。
　

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

　※

こ
の
時
、
給
油
口
の
フ
タ
を
外
し
て
お

く
と
、
オ
イ
ル
が
早
く
抜
け
る
。

② 

完
全
に
抜
け
た
ら
、
ド
レ
ン
プ
ラ
グ
を

取
り
付
け
る
。

③ 

エ
ン
ジ
ン
の
給
油
口
か
ら
、
純
正
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
入
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
）

【
点
検
】

外
見
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
使
用
時

間
か
ら
交
換
時
期
を
決
定
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
目
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
は
、
エ

ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

② 

完
全
に
抜
け
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ィ
ル

タ
を
フ
ィ
ル
タ
レ
ン
チ
で
左
側
に
回
し

て
外
す
。

　※

こ
の
と
き
、
取
り
外
し
た
フ
ィ
ル
タ
の

底
面
に
あ
る
ゴ
ム
リ
ン
グ
が
、
本
機
側

に
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③ 

本
機
側
の
フ
ィ
ル
タ
合
わ
せ
面
の
汚
れ

を
拭
き
取
る
。
ホ
コ
リ
等
が
あ
る
と
オ

イ
ル
漏
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

④ 

新
し
い
フ
ィ
ル
タ
の
底
面
に
あ
る
ゴ
ム

リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、
手
で

確
実
に
取
り
付
け
る
。

⑤ 

新
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
給

油
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
。

⑥ 

約
５
分
程
度
低
速
回
転
で
運
転
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
検
油
ゲ
ー
ジ
で

オ
イ
ル
量
を
点
検
す
る
。
不
足
し
て
い

れ
ば
補
給
す
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー 

【
点
検
】

① 

外
観
に
変
形
や
破
損
が
無
い
か
を
確
認

す
る
。

② 

各
仕
切
り
の
液
量
が
下
限
と
上
限
の
間

に
あ
る
か
確
認
す
る
。
下
限
よ
り
少
な

い
場
合
は
そ
の
仕
切
り
の
液
口
栓
を
外

し
、
蒸
留
水
を
補
充
す
る
。

③ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
サ
ビ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
サ
ビ
が
あ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル

を
取
り
外
し
（
交
換
の
し
か
た
参
照
）、

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
等
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
サ

ビ
を
落
と
す
。

【
交
換
の
仕
方
】

① 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
位
置
に
す
る
。

② 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
固
定
金
具
等
を
外
す
。

③ （
－
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
。

④ 

次
に
（
＋
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
、

新
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
と
交
換
す
る
。

⑤ 

ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
付
け
は
、
先
に
（
＋
）

端
子
を
取
り
付
け
る
。

⑥ 

そ
の
後
に（
－
）端
子
を
取
り
付
け
、バ
ッ

テ
リ
ー
を
固
定
す
る
。

冷
却
水

エ
ン
ジ
ン
内
部
を
冷
や
す
冷
却
水
。
交
換
を

怠
る
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
。

【
点
検
】

エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
サ
ブ
タ
ン
ク
の
冷
却
水
が
、
上
限
と
下
限

の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

②
漏
れ
た
冷
却
水
が
乾
き
、
白
い
粉
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
。
冷
却
水
の
色
（
緑

色
）
が
白
く
に
ご
っ
て
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

冷
却
水
の
交
換
は
１
年
ご
と
に
行
う
。  

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

【
点
検
】

①
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
ゴ
ミ
や
ホ

コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
フ
ィ
ン
の
隙
間
に
ゴ
ミ
や

ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

③
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て
い

な
い
か
確
認
。

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス

【
点
検
】

①
ホ
ー
ス
に
破
損
、
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
確

認
。

②
ホ
ー
ス
の
継
手
部
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て

い
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

ホ
ー
ス
の
交
換
は
２
年
ご
と
。 

トラクターの整備・点検のポイント

日ごろからの「点検・整備」により、いつでも機械を安心して使える状態に
保ち、トラブルや大きな出費を防ぐことができます。今回は主要３機種の中
で最も使用頻度の高いトラクターの点検整備の主なポイントを紹介します。
定期的な点検整備や保守点検について、または自己点検により不良箇所や不安な箇所を見
つけられた場合は、すぐに最寄りの販売店・ＪＡに連絡しましょう。メーカー・機種によっ
て各部の位置や形状、部品などが変わりますので、必ず取扱説明書を確認しましょう。

※

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

【
点
検
】

①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
15
㎜

で
あ
る
か
確
認
。
劣
化
ベ
ル
ト
が

摩
耗
（
底
付
き
）
あ
る
い
は
破
損

（
ヒ
ビ
割
れ
）
し
て
い
な
い
か
確

認
。

【
点
検
・
調
節
時
期
の
目
安
】

新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
検
。 

各
部
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
悪
く
な
り
、
部
品
の
摩
耗
が
早

く
な
り
ま
す
。
洗
車
し
て
、
回
転
す

る
箇
所
や
錆
び
る
箇
所
に
は
潤
滑
油

や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
十
分
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

※

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
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機
側

に
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③ 

本
機
側
の
フ
ィ
ル
タ
合
わ
せ
面
の
汚
れ

を
拭
き
取
る
。
ホ
コ
リ
等
が
あ
る
と
オ

イ
ル
漏
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

④ 

新
し
い
フ
ィ
ル
タ
の
底
面
に
あ
る
ゴ
ム

リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、
手
で

確
実
に
取
り
付
け
る
。

⑤ 

新
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
給

油
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
。

⑥ 

約
５
分
程
度
低
速
回
転
で
運
転
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
検
油
ゲ
ー
ジ
で

オ
イ
ル
量
を
点
検
す
る
。
不
足
し
て
い

れ
ば
補
給
す
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー 

【
点
検
】

① 

外
観
に
変
形
や
破
損
が
無
い
か
を
確
認

す
る
。

② 

各
仕
切
り
の
液
量
が
下
限
と
上
限
の
間

に
あ
る
か
確
認
す
る
。
下
限
よ
り
少
な

い
場
合
は
そ
の
仕
切
り
の
液
口
栓
を
外

し
、
蒸
留
水
を
補
充
す
る
。

③ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
サ
ビ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
サ
ビ
が
あ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル

を
取
り
外
し
（
交
換
の
し
か
た
参
照
）、

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
等
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
サ

ビ
を
落
と
す
。

【
交
換
の
仕
方
】

① 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
位
置
に
す
る
。

② 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
固
定
金
具
等
を
外
す
。

③ （
－
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
。

④ 

次
に
（
＋
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
、

新
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
と
交
換
す
る
。

⑤ 

ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
付
け
は
、
先
に
（
＋
）

端
子
を
取
り
付
け
る
。

⑥ 

そ
の
後
に（
－
）端
子
を
取
り
付
け
、バ
ッ

テ
リ
ー
を
固
定
す
る
。

冷
却
水

エ
ン
ジ
ン
内
部
を
冷
や
す
冷
却
水
。
交
換
を

怠
る
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
。

【
点
検
】

エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
サ
ブ
タ
ン
ク
の
冷
却
水
が
、
上
限
と
下
限

の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

②
漏
れ
た
冷
却
水
が
乾
き
、
白
い
粉
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
。
冷
却
水
の
色
（
緑

色
）
が
白
く
に
ご
っ
て
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

冷
却
水
の
交
換
は
１
年
ご
と
に
行
う
。  

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

【
点
検
】

①
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
ゴ
ミ
や
ホ

コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
フ
ィ
ン
の
隙
間
に
ゴ
ミ
や

ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

③
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て
い

な
い
か
確
認
。

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス

【
点
検
】

①
ホ
ー
ス
に
破
損
、
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
確

認
。

②
ホ
ー
ス
の
継
手
部
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て

い
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

ホ
ー
ス
の
交
換
は
２
年
ご
と
。 

トラクターの整備・点検のポイント

日ごろからの「点検・整備」により、いつでも機械を安心して使える状態に
保ち、トラブルや大きな出費を防ぐことができます。今回は主要３機種の中
で最も使用頻度の高いトラクターの点検整備の主なポイントを紹介します。
定期的な点検整備や保守点検について、または自己点検により不良箇所や不安な箇所を見
つけられた場合は、すぐに最寄りの販売店・ＪＡに連絡しましょう。メーカー・機種によっ
て各部の位置や形状、部品などが変わりますので、必ず取扱説明書を確認しましょう。

※

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

【
点
検
】

①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
15
㎜

で
あ
る
か
確
認
。
劣
化
ベ
ル
ト
が

摩
耗
（
底
付
き
）
あ
る
い
は
破
損

（
ヒ
ビ
割
れ
）
し
て
い
な
い
か
確

認
。

【
点
検
・
調
節
時
期
の
目
安
】

新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
検
。 

各
部
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
悪
く
な
り
、
部
品
の
摩
耗
が
早

く
な
り
ま
す
。
洗
車
し
て
、
回
転
す

る
箇
所
や
錆
び
る
箇
所
に
は
潤
滑
油

や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
十
分
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

※

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
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▶エンジンオイル
　の給油口

エンジンオイルフィルタ

冷却水の量と色を確認

ターミナル

極端に液量が
減っている

上限（FULL）
下限（LOW）

※液量の見えない補水不
要タイプもあります。
その場合、バッテリー
上面にある充電状態点
検窓にて状態を確認し
ます。（メンテナンス
フリーバッテリー）

▲規定量が入って
　いるかを確認

ト
ラ
ク
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ポ
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点
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エ
ン
ジ
ン
オ
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【
点
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オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
の
先
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が
、
上
限
と
下

限
の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

② 

オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
を
確
認
。
　

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。
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こ
の
時
、
給
油
口
の
フ
タ
を
外
し
て
お

く
と
、
オ
イ
ル
が
早
く
抜
け
る
。

② 

完
全
に
抜
け
た
ら
、
ド
レ
ン
プ
ラ
グ
を

取
り
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る
。

③ 

エ
ン
ジ
ン
の
給
油
口
か
ら
、
純
正
エ
ン
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ン
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ル
を
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定
量
入
れ
る
。

エ
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オ
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ル
フ
ィ
ル
タ

（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
エ
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を
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の
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と
。 

トラクターの整備・点検のポイント

日ごろからの「点検・整備」により、いつでも機械を安心して使える状態に
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エ
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ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
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の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
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て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
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ン
ベ
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ト
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点
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①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
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あ
る
か
確
認
。
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化
ベ
ル
ト
が

摩
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あ
る
い
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れ
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し
て
い
な
い
か
確
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・
調
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期
の
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安
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新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
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。 

各
部
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ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
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ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
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く
な
り
、
部
品
の
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耗
が
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く
な
り
ま
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。
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車
し
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、
回
転
す

る
箇
所
や
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び
る
箇
所
に
は
潤
滑
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や
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ン
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ン
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十
分
に
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く
だ
さ
い
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ス
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プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
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に
よ
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な
り
ま
す
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扱
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明
書
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て
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ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
入
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
）

【
点
検
】

外
見
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
使
用
時

間
か
ら
交
換
時
期
を
決
定
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
目
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
は
、
エ

ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

② 

完
全
に
抜
け
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ィ
ル

タ
を
フ
ィ
ル
タ
レ
ン
チ
で
左
側
に
回
し

て
外
す
。

　※

こ
の
と
き
、
取
り
外
し
た
フ
ィ
ル
タ
の

底
面
に
あ
る
ゴ
ム
リ
ン
グ
が
、
本
機
側

に
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③ 

本
機
側
の
フ
ィ
ル
タ
合
わ
せ
面
の
汚
れ

を
拭
き
取
る
。
ホ
コ
リ
等
が
あ
る
と
オ

イ
ル
漏
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

④ 

新
し
い
フ
ィ
ル
タ
の
底
面
に
あ
る
ゴ
ム

リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、
手
で

確
実
に
取
り
付
け
る
。

⑤ 

新
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
給

油
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
。

⑥ 

約
５
分
程
度
低
速
回
転
で
運
転
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
検
油
ゲ
ー
ジ
で

オ
イ
ル
量
を
点
検
す
る
。
不
足
し
て
い

れ
ば
補
給
す
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー 

【
点
検
】

① 

外
観
に
変
形
や
破
損
が
無
い
か
を
確
認

す
る
。

② 

各
仕
切
り
の
液
量
が
下
限
と
上
限
の
間

に
あ
る
か
確
認
す
る
。
下
限
よ
り
少
な

い
場
合
は
そ
の
仕
切
り
の
液
口
栓
を
外

し
、
蒸
留
水
を
補
充
す
る
。

③ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
サ
ビ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
サ
ビ
が
あ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル

を
取
り
外
し
（
交
換
の
し
か
た
参
照
）、

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
等
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
サ

ビ
を
落
と
す
。

【
交
換
の
仕
方
】

① 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
位
置
に
す
る
。

② 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
固
定
金
具
等
を
外
す
。

③ （
－
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
。

④ 

次
に
（
＋
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
、

新
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
と
交
換
す
る
。

⑤ 

ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
付
け
は
、
先
に
（
＋
）

端
子
を
取
り
付
け
る
。

⑥ 

そ
の
後
に（
－
）端
子
を
取
り
付
け
、バ
ッ

テ
リ
ー
を
固
定
す
る
。

冷
却
水

エ
ン
ジ
ン
内
部
を
冷
や
す
冷
却
水
。
交
換
を

怠
る
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
。

【
点
検
】

エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
サ
ブ
タ
ン
ク
の
冷
却
水
が
、
上
限
と
下
限

の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

②
漏
れ
た
冷
却
水
が
乾
き
、
白
い
粉
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
。
冷
却
水
の
色
（
緑

色
）
が
白
く
に
ご
っ
て
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

冷
却
水
の
交
換
は
１
年
ご
と
に
行
う
。  

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

【
点
検
】

①
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
ゴ
ミ
や
ホ

コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
フ
ィ
ン
の
隙
間
に
ゴ
ミ
や

ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

③
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て
い

な
い
か
確
認
。

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス

【
点
検
】

①
ホ
ー
ス
に
破
損
、
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
確

認
。

②
ホ
ー
ス
の
継
手
部
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て

い
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

ホ
ー
ス
の
交
換
は
２
年
ご
と
。 

トラクターの整備・点検のポイント

日ごろからの「点検・整備」により、いつでも機械を安心して使える状態に
保ち、トラブルや大きな出費を防ぐことができます。今回は主要３機種の中
で最も使用頻度の高いトラクターの点検整備の主なポイントを紹介します。
定期的な点検整備や保守点検について、または自己点検により不良箇所や不安な箇所を見
つけられた場合は、すぐに最寄りの販売店・ＪＡに連絡しましょう。メーカー・機種によっ
て各部の位置や形状、部品などが変わりますので、必ず取扱説明書を確認しましょう。

※

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

【
点
検
】

①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
15
㎜

で
あ
る
か
確
認
。
劣
化
ベ
ル
ト
が

摩
耗
（
底
付
き
）
あ
る
い
は
破
損

（
ヒ
ビ
割
れ
）
し
て
い
な
い
か
確

認
。

【
点
検
・
調
節
時
期
の
目
安
】

新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
検
。 

各
部
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
悪
く
な
り
、
部
品
の
摩
耗
が
早

く
な
り
ま
す
。
洗
車
し
て
、
回
転
す

る
箇
所
や
錆
び
る
箇
所
に
は
潤
滑
油

や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
十
分
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

※

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。
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支所・出張所

連絡先
東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409
大分出張所　TEL.097-576-7461

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
竹田出張所　TEL.0974-63-2825
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

【
点
検
】

① 

オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
の
先
端
が
、
上
限
と
下

限
の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

② 

オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
を
確
認
。
　

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

　※

こ
の
時
、
給
油
口
の
フ
タ
を
外
し
て
お

く
と
、
オ
イ
ル
が
早
く
抜
け
る
。

② 

完
全
に
抜
け
た
ら
、
ド
レ
ン
プ
ラ
グ
を

取
り
付
け
る
。

③ 

エ
ン
ジ
ン
の
給
油
口
か
ら
、
純
正
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
入
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
）

【
点
検
】

外
見
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
使
用
時

間
か
ら
交
換
時
期
を
決
定
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
目
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
は
、
エ

ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

② 

完
全
に
抜
け
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ィ
ル

タ
を
フ
ィ
ル
タ
レ
ン
チ
で
左
側
に
回
し

て
外
す
。

　※

こ
の
と
き
、
取
り
外
し
た
フ
ィ
ル
タ
の

底
面
に
あ
る
ゴ
ム
リ
ン
グ
が
、
本
機
側

に
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③ 

本
機
側
の
フ
ィ
ル
タ
合
わ
せ
面
の
汚
れ

を
拭
き
取
る
。
ホ
コ
リ
等
が
あ
る
と
オ

イ
ル
漏
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

④ 

新
し
い
フ
ィ
ル
タ
の
底
面
に
あ
る
ゴ
ム

リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、
手
で

確
実
に
取
り
付
け
る
。

⑤ 

新
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
給

油
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
。

⑥ 

約
５
分
程
度
低
速
回
転
で
運
転
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
検
油
ゲ
ー
ジ
で

オ
イ
ル
量
を
点
検
す
る
。
不
足
し
て
い

れ
ば
補
給
す
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー 

【
点
検
】

① 

外
観
に
変
形
や
破
損
が
無
い
か
を
確
認

す
る
。

② 

各
仕
切
り
の
液
量
が
下
限
と
上
限
の
間

に
あ
る
か
確
認
す
る
。
下
限
よ
り
少
な

い
場
合
は
そ
の
仕
切
り
の
液
口
栓
を
外

し
、
蒸
留
水
を
補
充
す
る
。

③ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
サ
ビ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
サ
ビ
が
あ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル

を
取
り
外
し
（
交
換
の
し
か
た
参
照
）、

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
等
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
サ

ビ
を
落
と
す
。

【
交
換
の
仕
方
】

① 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
位
置
に
す
る
。

② 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
固
定
金
具
等
を
外
す
。

③ （
－
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
。

④ 

次
に
（
＋
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
、

新
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
と
交
換
す
る
。

⑤ 

ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
付
け
は
、
先
に
（
＋
）

端
子
を
取
り
付
け
る
。

⑥ 

そ
の
後
に（
－
）端
子
を
取
り
付
け
、バ
ッ

テ
リ
ー
を
固
定
す
る
。

冷
却
水

エ
ン
ジ
ン
内
部
を
冷
や
す
冷
却
水
。
交
換
を

怠
る
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
。

【
点
検
】

エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
サ
ブ
タ
ン
ク
の
冷
却
水
が
、
上
限
と
下
限

の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

②
漏
れ
た
冷
却
水
が
乾
き
、
白
い
粉
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
。
冷
却
水
の
色
（
緑

色
）
が
白
く
に
ご
っ
て
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

冷
却
水
の
交
換
は
１
年
ご
と
に
行
う
。  

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

【
点
検
】

①
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
ゴ
ミ
や
ホ

コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
フ
ィ
ン
の
隙
間
に
ゴ
ミ
や

ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

③
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て
い

な
い
か
確
認
。

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス

【
点
検
】

①
ホ
ー
ス
に
破
損
、
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
確

認
。

②
ホ
ー
ス
の
継
手
部
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て

い
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

ホ
ー
ス
の
交
換
は
２
年
ご
と
。 

トラクターの整備・点検のポイント
※

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

【
点
検
】

①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
15
㎜

で
あ
る
か
確
認
。
劣
化
ベ
ル
ト
が

摩
耗
（
底
付
き
）
あ
る
い
は
破
損

（
ヒ
ビ
割
れ
）
し
て
い
な
い
か
確

認
。

【
点
検
・
調
節
時
期
の
目
安
】

新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
検
。 

各
部
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
悪
く
な
り
、
部
品
の
摩
耗
が
早

く
な
り
ま
す
。
洗
車
し
て
、
回
転
す

る
箇
所
や
錆
び
る
箇
所
に
は
潤
滑
油

や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
十
分
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

※

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　
農
作
業
中
の
事
故
や
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
補
償
す
る
農
機
具
の
車
両
保
険

が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
で
す
。

　「
火
災
」
共
済
な
ら
、
火
災
、
落
雷
、

鳥
獣
害
、
物
体
の
落
下
、
破
裂
・
爆
発

が
補
償
さ
れ
ま
す
。「
総
合
」
共
済
な
ら
、

「
火
災
」
共
済
で
補
償
さ
れ
る
事
故
、
災

害
に
加
え
て
、接
触・衝
突
、墜
落・転
覆
、

土
砂
崩
れ
、
異
物(

収
穫
物
以
外)

の
巻

込
み
、
風
水
害
等
に
よ
る
被
害
も
補
償

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
掛
金
（
年
間
）
は
、
共
済
金
額
（
補
償

金
額
）
１
０
０
万
円
で
、「
火
災
」
共
済

で
１
，０
０
０
円
、「
総
合
」
共
済
で
６
，

０
０
０
円
と
、
一
般
の
車
両
保
険
よ
り

非
常
に
割
安
で
す
。

　
ご
加
入
の
条
件
、
補
償
内
容
な
ど
詳

し
く
は
最
寄
り
の
支
所
、
出
張
所
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

―
 

被
害
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
の
と
き
、

ト
ラ
ク
タ
ー
を
ほ
場
に
置
い
て
い
た

の
で
す
が
、
川
が
増
水
し
、
水
没
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
普
段
で
あ
れ
ば

倉
庫
に
格
納
す
る
の
で
す
が
、
農
繁

期
の
た
め
ほ
場
に
置
い
て
い
ま
し
た
。

―
 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
被
害
は
ど
う
で

し
た
か
？

　
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
ま
し
た
の

で
、
修
理
に
は
高
額
な
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
機
具

｢

総
合
」
共
済
に
加
入
し
て
い
た
た

め
、
共
済
金
で
修
理
代
を
す
べ
て
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
 

加
入
し
て
い
る
と
安
心
感
が
あ
り
ま

す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
農
作
業
中
は
色
々
な

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
し
、
や
は

り
加
入
し
て
い
る
と
気
持
ち
に
ゆ
と
り

が
で
き
、
安
心
し
て
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
だ
加
入
の
な
い
農
家

に
も
農
機
具｢

総
合｣

共
済
の
加
入
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

農作業を
安全に

加入していてよかった農機具「総合」共済 農機具共済で安心を

安全フレーム等の安全装置は，必ず規定の位置で使
用する。安全フレームは運転中は必ず立てておく。
シートベルトは，作業中及び道路走行中にも必ず着
用する。
作業中及び道路走行中はひも付きのヘルメットを着
帽する。

❶
❷
❸

資料提供・取材協力／ヤンマー㈱・ヤンマーアグリジャパン㈱

安全フレームは運転中必ず立てる

上野孔通さん（76）中津市

「知り合いにも加入を勧めています」
と話す上野さん。

うえのよしみつ
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就
職
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
始
め
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
家
計
も
独
立
し
て
、
自
分
自
身
で

様
々
な
契
約
や
支
払
い
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が

悪
用
さ
れ
、
20
歳
代
や
30
歳
代
の
み
な

さ
ん
が
被
害
に
遭
う
詐
欺
事
件
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
架
空
請
求
詐
欺
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
犯
行
の
手
口
を
次

に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

１ 「
架
空
請
求
詐
欺
」
と
は

　

調
査
会
社
や
通
信
会
社
な
ど
を
偽

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等

を
利
用
し
て
不
特
定
多
数
の
者
に
対

し
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用
料
や
登

録
料
の
支
払
い
要
求
な
ど
、
架
空
の
請

求
を
口
実
に
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
し
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
の
手
口
を
い
い
ま
す
。

２ 

犯
行
の
具
体
的
な
手
口

電
子
メ
ー
ル
編

　

自
分
が
持
っ
て
い
る
携
帯
電
話
に
、
あ

る
日
突
然
、
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

【
メ
ー
ル
内
容
の
例
】「
あ
な
た
の
ア
ダ
ル

ト
動
画
の
閲
覧
履
歴
が
あ
り
ま
す
。
料

金
未
納
の
た
め
、
本
日
連
絡
頂
け
な
い
場

合
は
法
的
手
続
き
と
な
り
ま
す
」

　
「
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
会
社
よ
り
、
料
金

滞
納
者
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
退
会
手
続
き
を
取
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
現
在
も
遅
滞
損
害
金
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
、
連
絡
を
し
て
下
さ

い
」
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
音
楽
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
な
ど
、
様
々
な
サ
イ
ト

を
見
て
い
る
と
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

【
画
面
表
示
の
例
】「
会
員
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
登
録
料
は
○
○
万
円
で
す
。
口
座
に

振
り
込
ん
で
下
さ
い
」「
契
約
完
了
で
す
。

す
ぐ
に
○
○
万
円
を
次
の
口
座
に
入
金

し
て
下
さ
い
」
等

３ 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

こ
の
様
な
メ
ー
ル
や
画
面
表
示
が
出
た

場
合
、
決
し
て
慌
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
慌
て
て
相
手
に
連
絡
す
る
と
、

騙
さ
れ
た
り
個
人
情
報
を
取
得
さ
れ
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

新
社
会
人
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　「
架
空
請
求
詐
欺
」
に
注
意
を

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

後
ごと う
藤久
ひさのり
典 室長

「
慌
て
ず
に
、落
ち
着
い
て
、警
察
に
相
談
を
」

安全・安心な地域づくり

妊
娠
期
間
の
飼
養
管
理
の
重
要
性

　

母
牛
と
そ
の
母
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
を

飼
育
す
る
和
牛
繁
殖
農
家
で
は
、
経
営
効
率

を
高
め
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、「
一
年
に

一
産
を
」
と
は
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
年
に
一
産
と
な
れ
ば
、
２
８
５
〜
３
０
０

日
の
妊
娠
期
間
と
、
65
〜
80
日
の
授
乳
期
間

（
空
胎
期
間
と
い
い
ま
す
）
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
長
い
妊
娠

期
間
の
飼
養
管
理
が
産
後
の
繁

殖
機
能
の
回
復
に
影
響
す
る
こ

と
か
ら
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
妊
娠
末
期
（
分
娩
前
２
ヶ

月
間
）
は
子
宮
内
の
胎
仔
が

急
激
に
大
き
く
な
る
時
期
な
の

で
、
母
牛
自
身
の
体
の
維
持
と
、

胎
仔
の
発
育
に
必
要
な
栄
養
と

の
両
方
が
必
要
で
す
。
こ
の
時

期
の
母
牛
に
十
分
な
栄
養
が
与

え
ら
れ
る
事
に
よ
り
大
き
く
丈
夫
な
子
牛
も

産
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繁
殖
機

能
を
含
め
た
そ
の
後
の
母
体
の
回
復
・
維
持

が
で
き
る
の
で
す
。

配
合
飼
料
の
増
量
は
段
階
的
に

　

分
娩
後
、
授
乳
を
さ
せ
る
母
牛
の
場
合
は

な
お
さ
ら
で
す
。
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
分
娩

後
や
離
乳
後
に
慌
て
て
配
合
飼
料
を
多
給
し

た
り
、
発
情
が
き
て
授
精
す
る
ま
で
、
あ
る

い
は
妊
娠
す
る
ま
で
は
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
給
与
に
気
を
遣
う
が
そ
の
後
は
…

と
い
う
農
家
さ
ん
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
は
恒
常
的
に
給
与
し
、
配
合
飼
料
の
増

量
は
分
娩
前
後
に
段
階
を
経
て
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。
分
娩
前
後
で
体
重
の
増
減
が
激

し
い
母
牛
な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
発
情
が
来
な
い
時
等
に
は
、
個
体
差

も
あ
る
た
め
、
獣
医
師
や
授
精
師
に
相
談
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
の
栄
養
不
足
の
母
牛
が
み
ら
れ
る

農
家
さ
ん
で
は
、
分
娩

後
の
繁
殖
障
害
や
出
生

子
牛
の
虚
弱
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
丈
夫

な
子
牛
と
一
年
一
産
は

ま
ず
は
母
牛
の
栄
養
管

理
か
ら
。
そ
し
て
何
よ

り
農
家
さ
ん
自
身
の
健

康
管
理
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
か
ら
だ
に
気
を
つ

け
て
、
日
々
の
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

南部支所竹田家畜診療所
獣医師

河
かわ
野
の
　 剛

つよし

診療所だより
一
年
に
一
産
を
目
標
に
！

  

そ
し
て
丈
夫
な
子
牛
を

ＮＯＳＡＩおおいたでは、繁殖効率の向上に向
けて超音波診断装置を導入しています。
直腸検査よりも早期の診断が可能。
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支所・出張所

連絡先
東 部 支 所　TEL.0978-63-4466
中西部支所　TEL.0973-72-3409
大分出張所　TEL.097-576-7461

南 部 支 所　TEL.0974-22-3330
竹田出張所　TEL.0974-63-2825
北 部 支 所　TEL.0978-32-1307

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル

【
点
検
】

① 

オ
イ
ル
ゲ
ー
ジ
の
先
端
が
、
上
限
と
下

限
の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

② 

オ
イ
ル
の
汚
れ
具
合
を
確
認
。
　

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

　※

こ
の
時
、
給
油
口
の
フ
タ
を
外
し
て
お

く
と
、
オ
イ
ル
が
早
く
抜
け
る
。

② 

完
全
に
抜
け
た
ら
、
ド
レ
ン
プ
ラ
グ
を

取
り
付
け
る
。

③ 
エ
ン
ジ
ン
の
給
油
口
か
ら
、
純
正
エ
ン

ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
入
れ
る
。

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ

（
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
エ
レ
メ
ン
ト
）

【
点
検
】

外
見
か
ら
は
判
断
で
き
な
い
た
め
、
使
用
時

間
か
ら
交
換
時
期
を
決
定
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

初
回
は
50
時
間
目
。
２
回
目
以
降
は
機
種
に

よ
っ
て
違
う
の
で
取
扱
説
明
書
を
確
認
す

る
。

【
交
換
の
仕
方
】

エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
フ
ィ
ル
タ
の
交
換
は
、
エ

ン
ジ
ン
始
動
前
か
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

① 

エ
ン
ジ
ン
下
部
に
あ
る
ド
レ
ン
プ
ラ
グ

を
外
し
て
抜
き
取
る
。

② 

完
全
に
抜
け
切
っ
た
状
態
で
、
フ
ィ
ル

タ
を
フ
ィ
ル
タ
レ
ン
チ
で
左
側
に
回
し

て
外
す
。

　※

こ
の
と
き
、
取
り
外
し
た
フ
ィ
ル
タ
の

底
面
に
あ
る
ゴ
ム
リ
ン
グ
が
、
本
機
側

に
残
っ
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

③ 

本
機
側
の
フ
ィ
ル
タ
合
わ
せ
面
の
汚
れ

を
拭
き
取
る
。
ホ
コ
リ
等
が
あ
る
と
オ

イ
ル
漏
れ
の
原
因
と
な
る
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

④ 

新
し
い
フ
ィ
ル
タ
の
底
面
に
あ
る
ゴ
ム

リ
ン
グ
に
オ
イ
ル
を
薄
く
塗
り
、
手
で

確
実
に
取
り
付
け
る
。

⑤ 

新
し
い
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
規
定
量
給

油
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
。

⑥ 

約
５
分
程
度
低
速
回
転
で
運
転
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
検
油
ゲ
ー
ジ
で

オ
イ
ル
量
を
点
検
す
る
。
不
足
し
て
い

れ
ば
補
給
す
る
。

バ
ッ
テ
リ
ー 

【
点
検
】

① 

外
観
に
変
形
や
破
損
が
無
い
か
を
確
認

す
る
。

② 

各
仕
切
り
の
液
量
が
下
限
と
上
限
の
間

に
あ
る
か
確
認
す
る
。
下
限
よ
り
少
な

い
場
合
は
そ
の
仕
切
り
の
液
口
栓
を
外

し
、
蒸
留
水
を
補
充
す
る
。

③ 

タ
ー
ミ
ナ
ル
が
サ
ビ
て
い
な
い
か
確
認

す
る
。
サ
ビ
が
あ
る
場
合
は
ケ
ー
ブ
ル

を
取
り
外
し
（
交
換
の
し
か
た
参
照
）、

ワ
イ
ヤ
ブ
ラ
シ
等
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
サ

ビ
を
落
と
す
。

【
交
換
の
仕
方
】

① 

キ
ー
ス
イ
ッ
チ
を
「
切
」
位
置
に
す
る
。

② 

バ
ッ
テ
リ
ー
の
固
定
金
具
等
を
外
す
。

③ （
－
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
す
。

④ 

次
に
（
＋
）
端
子
の
ケ
ー
ブ
ル
を
外
し
、

新
し
い
バ
ッ
テ
リ
ー
と
交
換
す
る
。

⑤ 

ケ
ー
ブ
ル
の
取
り
付
け
は
、
先
に
（
＋
）

端
子
を
取
り
付
け
る
。

⑥ 

そ
の
後
に（
－
）端
子
を
取
り
付
け
、バ
ッ

テ
リ
ー
を
固
定
す
る
。

冷
却
水

エ
ン
ジ
ン
内
部
を
冷
や
す
冷
却
水
。
交
換
を

怠
る
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
を
起
こ
す
。

【
点
検
】

エ
ン
ジ
ン
が
冷
え
て
い
る
状
態
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

①
サ
ブ
タ
ン
ク
の
冷
却
水
が
、
上
限
と
下
限

の
間
に
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
。

②
漏
れ
た
冷
却
水
が
乾
き
、
白
い
粉
が
付
着

し
て
い
な
い
か
確
認
。
冷
却
水
の
色
（
緑

色
）
が
白
く
に
ご
っ
て
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

冷
却
水
の
交
換
は
１
年
ご
と
に
行
う
。  

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー

【
点
検
】

①
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ス
ク
リ
ー
ン
に
ゴ
ミ
や
ホ

コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

②
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
フ
ィ
ン
の
隙
間
に
ゴ
ミ
や

ホ
コ
リ
が
付
着
し
て
い
な
い
か
確
認
。

③
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て
い

な
い
か
確
認
。

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス

【
点
検
】

①
ホ
ー
ス
に
破
損
、
ヒ
ビ
割
れ
が
な
い
か
確

認
。

②
ホ
ー
ス
の
継
手
部
か
ら
冷
却
水
が
漏
れ
て

い
な
い
か
確
認
。

【
交
換
時
期
の
目
安
】

ホ
ー
ス
の
交
換
は
２
年
ご
と
。 

トラクターの整備・点検のポイント

※

ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
ホ
ー
ス
の
交
換
が

必
要
な
場
合
は
、
最
寄
り
の
販
売
店・

Ｊ
Ａ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

冷
却
フ
ァ
ン
ベ
ル
ト

【
点
検
】

①
ベ
ル
ト
の
た
わ
み
量
が
10
〜
15
㎜

で
あ
る
か
確
認
。
劣
化
ベ
ル
ト
が

摩
耗
（
底
付
き
）
あ
る
い
は
破
損

（
ヒ
ビ
割
れ
）
し
て
い
な
い
か
確

認
。

【
点
検
・
調
節
時
期
の
目
安
】

新
し
い
ベ
ル
ト
は
50
時
間
目
に
張
り

を
点
検
。 

各
部
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
（
注
油
）

50
時
間
、
ま
た
は
１
年
の
ど
ち
ら
か

早
い
時
期
に
実
施
し
ま
す
。

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
を
お
こ
た
る
と
、
動

き
が
悪
く
な
り
、
部
品
の
摩
耗
が
早

く
な
り
ま
す
。
洗
車
し
て
、
回
転
す

る
箇
所
や
錆
び
る
箇
所
に
は
潤
滑
油

や
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
十
分
に
塗
布

し
て
く
だ
さ
い
。

※

グ
リ
ス
ア
ッ
プ
箇
所
は
メ
ー

カ
ー
・
機
種
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

取
扱
説
明
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

　
農
作
業
中
の
事
故
や
災
害
に
あ
っ
た

と
き
に
補
償
す
る
農
機
具
の
車
両
保
険

が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
農
機
具
共
済
で
す
。

　「
火
災
」
共
済
な
ら
、
火
災
、
落
雷
、

鳥
獣
害
、
物
体
の
落
下
、
破
裂
・
爆
発

が
補
償
さ
れ
ま
す
。「
総
合
」
共
済
な
ら
、

「
火
災
」
共
済
で
補
償
さ
れ
る
事
故
、
災

害
に
加
え
て
、接
触・衝
突
、墜
落・転
覆
、

土
砂
崩
れ
、
異
物(

収
穫
物
以
外)

の
巻

込
み
、
風
水
害
等
に
よ
る
被
害
も
補
償

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
掛
金
（
年
間
）
は
、
共
済
金
額
（
補
償

金
額
）
１
０
０
万
円
で
、「
火
災
」
共
済

で
１
，０
０
０
円
、「
総
合
」
共
済
で
６
，

０
０
０
円
と
、
一
般
の
車
両
保
険
よ
り

非
常
に
割
安
で
す
。

　
ご
加
入
の
条
件
、
補
償
内
容
な
ど
詳

し
く
は
最
寄
り
の
支
所
、
出
張
所
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

―
 

被
害
時
の
状
況
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
昨
年
10
月
の
台
風
19
号
の
と
き
、

ト
ラ
ク
タ
ー
を
ほ
場
に
置
い
て
い
た

の
で
す
が
、
川
が
増
水
し
、
水
没
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
普
段
で
あ
れ
ば

倉
庫
に
格
納
す
る
の
で
す
が
、
農
繁

期
の
た
め
ほ
場
に
置
い
て
い
ま
し
た
。

―
 

ト
ラ
ク
タ
ー
の
被
害
は
ど
う
で

し
た
か
？

　
エ
ン
ジ
ン
が
水
没
し
ま
し
た
の

で
、
修
理
に
は
高
額
な
費
用
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
農
機
具

｢

総
合
」
共
済
に
加
入
し
て
い
た
た

め
、
共
済
金
で
修
理
代
を
す
べ
て
支

払
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
 

加
入
し
て
い
る
と
安
心
感
が
あ
り
ま

す
か
？

　
そ
う
で
す
ね
。
農
作
業
中
は
色
々
な

事
故
が
起
こ
り
や
す
い
で
す
し
、
や
は

り
加
入
し
て
い
る
と
気
持
ち
に
ゆ
と
り

が
で
き
、
安
心
し
て
作
業
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
だ
加
入
の
な
い
農
家

に
も
農
機
具｢

総
合｣

共
済
の
加
入
を
お

勧
め
し
て
い
ま
す
。

農作業を
安全に

加入していてよかった農機具「総合」共済 農機具共済で安心を

安全フレーム等の安全装置は，必ず規定の位置で使
用する。安全フレームは運転中は必ず立てておく。
シートベルトは，作業中及び道路走行中にも必ず着
用する。
作業中及び道路走行中はひも付きのヘルメットを着
帽する。

❶
❷
❸

資料提供・取材協力／ヤンマー㈱・ヤンマーアグリジャパン㈱

安全フレームは運転中必ず立てる

上野孔通さん（76）中津市

「知り合いにも加入を勧めています」
と話す上野さん。

うえのよしみつ
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就
職
が
決
ま
り
、
こ
れ
か
ら
一
人
暮

ら
し
を
始
め
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
家
計
も
独
立
し
て
、
自
分
自
身
で

様
々
な
契
約
や
支
払
い
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
が

悪
用
さ
れ
、
20
歳
代
や
30
歳
代
の
み
な

さ
ん
が
被
害
に
遭
う
詐
欺
事
件
が
認
め

ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
「
架
空
請
求
詐
欺
」
と
呼

ば
れ
て
お
り
、
そ
の
犯
行
の
手
口
を
次

に
紹
介
し
ま
す
の
で
、
被
害
に
遭
わ
な

い
よ
う
注
意
し
て
下
さ
い
。

１ 「
架
空
請
求
詐
欺
」
と
は

　

調
査
会
社
や
通
信
会
社
な
ど
を
偽

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
等

を
利
用
し
て
不
特
定
多
数
の
者
に
対

し
、
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
の
利
用
料
や
登

録
料
の
支
払
い
要
求
な
ど
、
架
空
の
請

求
を
口
実
に
、
現
金
を
口
座
に
振
り
込

ま
せ
る
な
ど
し
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

詐
欺
の
手
口
を
い
い
ま
す
。

２ 

犯
行
の
具
体
的
な
手
口

電
子
メ
ー
ル
編

　

自
分
が
持
っ
て
い
る
携
帯
電
話
に
、
あ

る
日
突
然
、
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
。

【
メ
ー
ル
内
容
の
例
】「
あ
な
た
の
ア
ダ
ル

ト
動
画
の
閲
覧
履
歴
が
あ
り
ま
す
。
料

金
未
納
の
た
め
、
本
日
連
絡
頂
け
な
い
場

合
は
法
的
手
続
き
と
な
り
ま
す
」

　
「
コ
ン
テ
ン
ツ
提
供
会
社
よ
り
、
料
金

滞
納
者
の
調
査
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
退
会
手
続
き
を
取
っ
て
い
ま
せ

ん
。
今
現
在
も
遅
滞
損
害
金
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
す
ぐ
、
連
絡
を
し
て
下
さ

い
」
等

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
編

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
を
は
じ
め
と
し
て
、
音
楽
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
な
ど
、
様
々
な
サ
イ
ト

を
見
て
い
る
と
画
面
に
表
示
さ
れ
ま
す
。

【
画
面
表
示
の
例
】「
会
員
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
登
録
料
は
○
○
万
円
で
す
。
口
座
に

振
り
込
ん
で
下
さ
い
」「
契
約
完
了
で
す
。

す
ぐ
に
○
○
万
円
を
次
の
口
座
に
入
金

し
て
下
さ
い
」
等

３ 

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

こ
の
様
な
メ
ー
ル
や
画
面
表
示
が
出
た

場
合
、
決
し
て
慌
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
慌
て
て
相
手
に
連
絡
す
る
と
、

騙
さ
れ
た
り
個
人
情
報
を
取
得
さ
れ
る

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
落
ち
着
い
て
警
察
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

新
社
会
人
の
み
な
さ
ん

　
　
　
　
　
　「
架
空
請
求
詐
欺
」
に
注
意
を

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

後
ごと う
藤久
ひさのり
典 室長

「
慌
て
ず
に
、落
ち
着
い
て
、警
察
に
相
談
を
」

安全・安心な地域づくり

妊
娠
期
間
の
飼
養
管
理
の
重
要
性

　

母
牛
と
そ
の
母
牛
か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
を

飼
育
す
る
和
牛
繁
殖
農
家
で
は
、
経
営
効
率

を
高
め
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、「
一
年
に

一
産
を
」
と
は
言
わ
れ
ま
す
が
、
な
か
な
か

簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
年
に
一
産
と
な
れ
ば
、
２
８
５
〜
３
０
０

日
の
妊
娠
期
間
と
、
65
〜
80
日
の
授
乳
期
間

（
空
胎
期
間
と
い
い
ま
す
）
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
長
い
妊
娠

期
間
の
飼
養
管
理
が
産
後
の
繁

殖
機
能
の
回
復
に
影
響
す
る
こ

と
か
ら
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
妊
娠
末
期
（
分
娩
前
２
ヶ

月
間
）
は
子
宮
内
の
胎
仔
が

急
激
に
大
き
く
な
る
時
期
な
の

で
、
母
牛
自
身
の
体
の
維
持
と
、

胎
仔
の
発
育
に
必
要
な
栄
養
と

の
両
方
が
必
要
で
す
。
こ
の
時

期
の
母
牛
に
十
分
な
栄
養
が
与

え
ら
れ
る
事
に
よ
り
大
き
く
丈
夫
な
子
牛
も

産
ま
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
繁
殖
機

能
を
含
め
た
そ
の
後
の
母
体
の
回
復
・
維
持

が
で
き
る
の
で
す
。

配
合
飼
料
の
増
量
は
段
階
的
に

　

分
娩
後
、
授
乳
を
さ
せ
る
母
牛
の
場
合
は

な
お
さ
ら
で
す
。
よ
く
み
ら
れ
る
の
は
分
娩

後
や
離
乳
後
に
慌
て
て
配
合
飼
料
を
多
給
し

た
り
、
発
情
が
き
て
授
精
す
る
ま
で
、
あ
る

い
は
妊
娠
す
る
ま
で
は
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
の
給
与
に
気
を
遣
う
が
そ
の
後
は
…

と
い
う
農
家
さ
ん
で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ

ラ
ル
は
恒
常
的
に
給
与
し
、
配
合
飼
料
の
増

量
は
分
娩
前
後
に
段
階
を
経
て
行
う
と
良
い

で
し
ょ
う
。
分
娩
前
後
で
体
重
の
増
減
が
激

し
い
母
牛
な
ど
は
特
に
注
意
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
発
情
が
来
な
い
時
等
に
は
、
個
体
差

も
あ
る
た
め
、
獣
医
師
や
授
精
師
に
相
談
す

る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

妊
娠
中
の
栄
養
不
足
の
母
牛
が
み
ら
れ
る

農
家
さ
ん
で
は
、
分
娩

後
の
繁
殖
障
害
や
出
生

子
牛
の
虚
弱
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
丈
夫

な
子
牛
と
一
年
一
産
は

ま
ず
は
母
牛
の
栄
養
管

理
か
ら
。
そ
し
て
何
よ

り
農
家
さ
ん
自
身
の
健

康
管
理
も
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
か
ら
だ
に
気
を
つ

け
て
、
日
々
の
作
業
を

お
願
い
し
ま
す
。

南部支所竹田家畜診療所
獣医師

河
かわ
野
の
　 剛

つよし

診療所だより
一
年
に
一
産
を
目
標
に
！

  

そ
し
て
丈
夫
な
子
牛
を

ＮＯＳＡＩおおいたでは、繁殖効率の向上に向
けて超音波診断装置を導入しています。
直腸検査よりも早期の診断が可能。
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
農
業
共
済
の
事
業
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
の
合
併
に
と
も
な
い
就

任
し
ま
し
た
役
員
が
こ
の
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
新
た
に
16
名

の
理
事
、
３
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
び
私
儀
、
前
組
合
長
日
野
立

明
氏
の
後
任
と
し
て
、
組
合
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
長
と
し
て
の
重
責
を
担

い
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
の
合
併
は
、
国
の
財
政
、
農
業
情

勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
農
業
災
害
補

償
機
能
を
将
来
に
わ
た
り
発
揮
す
べ
く
財

務
基
盤
の
強
化
、
事
業
運
営
の
効
率
化
を

進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
事
業

運
営
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農

家
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
常
に
目
指

し
、
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応

え
る
組
合
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
共
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
収
入
保

険
制
度
の
検
討
と
セ
ッ
ト
で
農
業
共
済
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
農
業
共
済

制
度
の
あ
り
方
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
は
他
の
産
業
と

比
べ
て
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い

と
い
う
特
質
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
近
年
は
過
去
に
例
を
見
な
い
よ
う
な

災
害
が
国
内
外
を
問
わ
ず
多
発
し
て
お

り
、
災
害
に
対
す
る
農
業
経
営
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
共
済
の
役
割
は

重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
役
職
員
一
同
引
き
続
き
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、
農
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
べ
く
、
業
務
に
ま
い

進
す
る
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご

理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

組合長あいさつ
『
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
』

そ
れ
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
の
行
動
指
針
で
す
。

大分県農業共済組合

組合長理事

阿　部　順　治

職
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ

※
事
業
所
間
の
異
動
分
の
み

【
本
所
】

▽
事
業
部
収
穫
共
済
課
長
（
南
部
支

所
総
務
・
リ
ス
ク
管
理
課
主
幹
）
田

尻
賀
昭
▽
事
業
部
資
産
共
済
課
長

（
南
部
支
所
竹
田
出
張
所
長
）
大
津

祐
二
▽
事
業
部
収
穫
課
課
長
補
佐

（
北
部
支
所
収
穫
共
済
第
二
課
課
長

補
佐
）
東
豊
▽
事
業
部
資
産
共
済
課

課
長
補
佐
（
南
部
支
所
資
産
共
済
第

二
課
課
長
補
佐
）
久
々
宮
徳
寿
▽
事

業
部
収
穫
共
済
課
主
査
（
南
部
支
所

資
産
共
済
第
一
課
主
査
）
橋
迫
武
▽

総
務
部
総
務
課
主
査
（
南
部
支
所
総

務
リ
ス
ク
管
理
課
主
査
）
平
松
徹
朗

▽
監
査
部
監
査
室
主
事
（
南
部
支
所

資
産
共
済
第
一
課
主
事
）
三
嶋
晃
宏

【
東
部
支
所
】

収
穫
共
済
課
長
（
北
部
支
所
収
穫
共

済
第
一
課
長
）
石
川
治
一
郎
▽
収
穫

共
済
課
主
幹
（
北
部
支
所
総
務
リ
ス

ク
管
理
課
課
長
補
佐
）
乙
部
勝
美
▽

収
穫
共
済
課
主
査
（
北
部
支
所
収
穫

共
済
第
二
課
主
任
）
福
島
裕
志

【
中
西
部
支
所
】

▽
収
穫
共
済
課
長
（
北
部
支
所
リ
ス

ク
・
管
理
課
長
）
安
部
清
明
▽
大
分

出
張
所
長
（
東
部
支
所
収
穫
共
済
課

長
）
荒
金
重
和
▽
大
分
出
張
所
主
幹

（
南
部
支
所
竹
田
出
張
所
課
長
補
佐
）

嶺
田
住
雄
▽
大
分
出
張
所
課
長
補
佐
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組合長理事

阿部　順治
（杵築市）

理事

佐藤　勇夫
（豊後大野市）

理事

宮川　竹則
（宇佐市）

副組合長理事

大塚　惟敬
（竹田市）

理事

柳井　正二
（臼杵市）

理事

江藤　正隆
（宇佐市）

理事

平岡　寛二
（国東市）

理事

山田　定男
（佐伯市）

代表監事

佐藤　　茂
（九重町）

理事

甲斐　善馬
（由布市）

理事

武藤　英敏
（豊後大野市）

監事

小野　範義
（別府市）

理事

岩本　龍年
（大分市）

理事

長野　幸生
（竹田市）

監事

宇都宮　巧
（中津市）

理事

高瀬　義徳
（日田市）

理事

三上　忠治
（豊後高田市）

理事

森　　宗一
（玖珠町）

理事

上野　勝美
（中津市）

理　事

理　事

理　事監　事役
員
退
任
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
を
も
ち

ま
し
て
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
組
合
長
理
事 

日
野
　
立
明 

（
九
重
町
）

前
代
表
監
事 

緒
方
　
勝
彦 

（
玖
珠
町
）

前
理
事 

清
末
　
芳
晴 

（
国
東
市
）

 

岩
下
　
正
勝 

（
日
田
市
）

 

永
松
　
義
光 

（
宇
佐
市
）

前
監
事 

菅
原
　
俊
治 (

日
出
町
）

（
東
部
支
所
収
穫
共
済
課
課
長
補
佐
）

河
野
正
幸
▽
収
穫
共
済
課
係
長
（
北

部
支
所
資
産
共
済
課
係
長
）
鶴
岡
剣

治
▽
大
分
出
張
所
係
長
（
東
部
支
所

資
産
共
済
課
係
長
）
猪
下
貴
志
▽
大

分
出
張
所
主
事
（
東
部
支
所
収
穫
共

済
課
主
事
）
秋
吉
智
広

【
南
部
支
所
】

竹
田
出
張
所
長
（
本
所
事
業
部
資
産

共
済
課
長
）
泉
泰
三
▽
竹
田
出
張
所

課
長
補
佐
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張

所
課
長
補
佐
）
赤
峰
浩
之
▽
資
産
共

済
第
二
課
係
長
（
中
西
部
支
所
大
分

出
張
所
係
長
）
三
ヶ
尻
賢
二
▽
収
穫

共
済
課
主
事
（
本
所
事
業
部
収
穫
共

済
課
主
事
）
豊
田
光
輝
▽
総
務
リ
ス

ク
管
理
課
主
事
（
本
所
総
務
部
総
務

課
主
事
）
後
藤
祐
司
▽
竹
田
出
張
所

主
事
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張
所
主

事
）
後
藤
弘
成

【
北
部
支
所
】

▽
収
穫
共
済
第
二
課
長
（
中
西
部
支

所
大
分
出
張
所
長
）
金
澤
一
郎
▽
資

産
共
済
課
長
（
中
西
部
支
所
資
産
共

済
課
長
）
甲
斐
達
文
▽
総
務
リ
ス
ク

管
理
課
主
任
（
東
部
支
所
資
産
共
済

課
主
任
）
片
山
正
治
▽
資
産
共
済
課

主
任
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張
所
主

任
）
太
田
彰

▽
退
職
（
本
所
事
業
部
長
）
吉
高
省

三
▽（
北
部
支
所
収
穫
共
済
第
一
課

係
長
）
下
原
基
行
＝
平
成
27
年
３
月

31
日
付
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組
合
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
は
農
業
共
済
の
事
業
運
営

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
４
月
１
日
の
合
併
に
と
も
な
い
就

任
し
ま
し
た
役
員
が
こ
の
３
月
31
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
り
、
新
た
に
16
名

の
理
事
、
３
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
た
び
私
儀
、
前
組
合
長
日
野
立

明
氏
の
後
任
と
し
て
、
組
合
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
組
合
長
と
し
て
の
重
責
を
担

い
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

昨
年
の
合
併
は
、
国
の
財
政
、
農
業
情

勢
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
農
業
災
害
補

償
機
能
を
将
来
に
わ
た
り
発
揮
す
べ
く
財

務
基
盤
の
強
化
、
事
業
運
営
の
効
率
化
を

進
め
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
事
業

運
営
の
効
率
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農

家
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
向
上
を
常
に
目
指

し
、
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応

え
る
組
合
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
共
済
に
お
き
ま
し
て
は
、
収
入
保

険
制
度
の
検
討
と
セ
ッ
ト
で
農
業
共
済
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
農
業
共
済

制
度
の
あ
り
方
は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
は
他
の
産
業
と

比
べ
て
自
然
災
害
の
影
響
を
受
け
や
す
い

と
い
う
特
質
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特
に
近
年
は
過
去
に
例
を
見
な
い
よ
う
な

災
害
が
国
内
外
を
問
わ
ず
多
発
し
て
お

り
、
災
害
に
対
す
る
農
業
経
営
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
農
業
共
済
の
役
割
は

重
要
性
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
も
、
役
職
員
一
同
引
き
続
き
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
、
農
業
経

営
の
安
定
に
資
す
る
べ
く
、
業
務
に
ま
い

進
す
る
所
存
で
す
。

　

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
更
な
る
ご

理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

組合長あいさつ
『
農
家
組
合
員
の
皆
さ
ま
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
』

そ
れ
が
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
の
行
動
指
針
で
す
。

大分県農業共済組合

組合長理事

阿　部　順　治

職
員
の
異
動
の
お
知
ら
せ

※
事
業
所
間
の
異
動
分
の
み

【
本
所
】

▽
事
業
部
収
穫
共
済
課
長
（
南
部
支

所
総
務
・
リ
ス
ク
管
理
課
主
幹
）
田

尻
賀
昭
▽
事
業
部
資
産
共
済
課
長

（
南
部
支
所
竹
田
出
張
所
長
）
大
津

祐
二
▽
事
業
部
収
穫
課
課
長
補
佐

（
北
部
支
所
収
穫
共
済
第
二
課
課
長

補
佐
）
東
豊
▽
事
業
部
資
産
共
済
課

課
長
補
佐
（
南
部
支
所
資
産
共
済
第

二
課
課
長
補
佐
）
久
々
宮
徳
寿
▽
事

業
部
収
穫
共
済
課
主
査
（
南
部
支
所

資
産
共
済
第
一
課
主
査
）
橋
迫
武
▽

総
務
部
総
務
課
主
査
（
南
部
支
所
総

務
リ
ス
ク
管
理
課
主
査
）
平
松
徹
朗

▽
監
査
部
監
査
室
主
事
（
南
部
支
所

資
産
共
済
第
一
課
主
事
）
三
嶋
晃
宏

【
東
部
支
所
】

収
穫
共
済
課
長
（
北
部
支
所
収
穫
共

済
第
一
課
長
）
石
川
治
一
郎
▽
収
穫

共
済
課
主
幹
（
北
部
支
所
総
務
リ
ス

ク
管
理
課
課
長
補
佐
）
乙
部
勝
美
▽

収
穫
共
済
課
主
査
（
北
部
支
所
収
穫

共
済
第
二
課
主
任
）
福
島
裕
志

【
中
西
部
支
所
】

▽
収
穫
共
済
課
長
（
北
部
支
所
リ
ス

ク
・
管
理
課
長
）
安
部
清
明
▽
大
分

出
張
所
長
（
東
部
支
所
収
穫
共
済
課

長
）
荒
金
重
和
▽
大
分
出
張
所
主
幹

（
南
部
支
所
竹
田
出
張
所
課
長
補
佐
）

嶺
田
住
雄
▽
大
分
出
張
所
課
長
補
佐
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組合長理事

阿部　順治
（杵築市）

理事

佐藤　勇夫
（豊後大野市）

理事

宮川　竹則
（宇佐市）

副組合長理事

大塚　惟敬
（竹田市）

理事

柳井　正二
（臼杵市）

理事

江藤　正隆
（宇佐市）

理事

平岡　寛二
（国東市）

理事

山田　定男
（佐伯市）

代表監事

佐藤　　茂
（九重町）

理事

甲斐　善馬
（由布市）

理事

武藤　英敏
（豊後大野市）

監事

小野　範義
（別府市）

理事

岩本　龍年
（大分市）

理事

長野　幸生
（竹田市）

監事

宇都宮　巧
（中津市）

理事

高瀬　義徳
（日田市）

理事

三上　忠治
（豊後高田市）

理事

森　　宗一
（玖珠町）

理事

上野　勝美
（中津市）

理　事

理　事

理　事監　事役
員
退
任
の
お
知
ら
せ

平
成
27
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
を
も
ち

ま
し
て
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

前
組
合
長
理
事 

日
野
　
立
明 

（
九
重
町
）

前
代
表
監
事 

緒
方
　
勝
彦 

（
玖
珠
町
）

前
理
事 

清
末
　
芳
晴 

（
国
東
市
）

 

岩
下
　
正
勝 

（
日
田
市
）

 
永
松
　
義
光 

（
宇
佐
市
）

前
監
事 
菅
原
　
俊
治 (

日
出
町
）

（
東
部
支
所
収
穫
共
済
課
課
長
補
佐
）

河
野
正
幸
▽
収
穫
共
済
課
係
長
（
北

部
支
所
資
産
共
済
課
係
長
）
鶴
岡
剣

治
▽
大
分
出
張
所
係
長
（
東
部
支
所

資
産
共
済
課
係
長
）
猪
下
貴
志
▽
大

分
出
張
所
主
事
（
東
部
支
所
収
穫
共

済
課
主
事
）
秋
吉
智
広

【
南
部
支
所
】

竹
田
出
張
所
長
（
本
所
事
業
部
資
産

共
済
課
長
）
泉
泰
三
▽
竹
田
出
張
所

課
長
補
佐
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張

所
課
長
補
佐
）
赤
峰
浩
之
▽
資
産
共

済
第
二
課
係
長
（
中
西
部
支
所
大
分

出
張
所
係
長
）
三
ヶ
尻
賢
二
▽
収
穫

共
済
課
主
事
（
本
所
事
業
部
収
穫
共

済
課
主
事
）
豊
田
光
輝
▽
総
務
リ
ス

ク
管
理
課
主
事
（
本
所
総
務
部
総
務

課
主
事
）
後
藤
祐
司
▽
竹
田
出
張
所

主
事
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張
所
主

事
）
後
藤
弘
成

【
北
部
支
所
】

▽
収
穫
共
済
第
二
課
長
（
中
西
部
支

所
大
分
出
張
所
長
）
金
澤
一
郎
▽
資

産
共
済
課
長
（
中
西
部
支
所
資
産
共

済
課
長
）
甲
斐
達
文
▽
総
務
リ
ス
ク

管
理
課
主
任
（
東
部
支
所
資
産
共
済

課
主
任
）
片
山
正
治
▽
資
産
共
済
課

主
任
（
中
西
部
支
所
大
分
出
張
所
主

任
）
太
田
彰

▽
退
職
（
本
所
事
業
部
長
）
吉
高
省

三
▽（
北
部
支
所
収
穫
共
済
第
一
課

係
長
）
下
原
基
行
＝
平
成
27
年
３
月

31
日
付
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南部支所（豊後大野市三重町）

川
かわ べ
辺　文

ぶんじ
治さん（64）

担当戸数　80戸

　

共
済
部
長
を
務
め
て
、
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
の
地
区
は
水
稲
・
麦
・
施
設
園

芸
を
営
む
水
田
地
帯
で
、
建
物
共
済
を
含

め
た
ら
総
共
済
金
額
は
20
億
円
を
超
え
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
戸
数
も
多
く
建
物
共

済
推
進
や
配
付
物
で
は
苦
労
し
ま
す
が
、

水
稲
の
被
害
や
落
雷
な
ど
で
共
済
金
を
受

取
っ
た
人
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
る
と
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

最
近
、
農
業
は
政
治
に
振
り
回
さ
れ
て
、

そ
の
対
応
に
私
た
ち
農
家
は
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
川
辺
地
区
に
は
農
業
法
人
も
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
地
区
で
も
個
人
や

高
齢
化
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る
農
家
も
多

く
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
る
小
規
模
農
家
の
人
た
ち
も
、

制
度
の
恩
恵
が
い
つ
ま
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
頑
張
る
農
家
を
支
え
る
制
度
で

東部支所（杵築市大田）

本
ほん だ
田　知

としのり
典さん（69）

担当戸数　12戸

　

共
済
部
長
と
損
害
評
価
員
を
務
め
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
の
地
区
は
営

農
組
合
に
よ
る
麦
・
大
豆
の
作
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
農
繁
期
等
に
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
昔

は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
６
年
程
前
に
地
区
の
皆
と

協
力
し
て
広
範
囲
に
金
網
防
護
柵
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
で
は
被
害
も
か
な
り

減
り
ま
し
た
。
た
だ
今
後
の
問
題
と
し

て
は
後
継
者
不
足
で
す
。
10
年
、
20
年

先
の
地
域
、
そ
し
て
組
合
の
運
営
を
考

え
る
と
や
は
り
、
後
継
者
の
育
成
が
こ

れ
か
ら
一
番
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

麦
・
大
豆
の
防
除
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
動
力
噴
霧
機
を
借
り
て

い
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
合

併
し
て
１
年
経
ち
ま
し
た
が
、
今
後
も

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
こ
う
い
っ
た
農
家

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に

中西部支所（大分市）

三
み え の
重野 幸

ゆきひろ
博さん（77）

担当戸数　３戸

　

今
は
生
産
資
材
の
高
騰
で
採
算
の
と

れ
る
農
業
経
営
を
す
る
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
作
物
に
つ

い
て
学
習
し
、
丹
精
込
め
て
栽
培
す
れ

ば
収
入
と
し
て
戻
っ
て
く
る
、
そ
れ
が

今
の
農
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
協
に
勤
め
て
い
た
頃
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
15
年
前
に
漬
物
加
工
の
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。
７
㌃
の
畑
で
栽

培
す
る
大
根
や
高
菜
を
漬
物
に
し
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。
お
勧
め
は
新し

ん
づ
け潰
大
根

で
、
消
費
者
か
ら
の
注
文
も
頂
き
ま
す
。

栽
培
か
ら
加
工
ま
で
携
わ
り
、
喜
ん
で

頂
け
る
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

集
落
が
山
間
部
に
あ
る
た
め
、
イ
ノ

シ
シ
の
防
護
に
は
気
を
使
い
ま
す
。
稲

作
に
お
い
て
は
電
気
柵
な
ど
を
施
し
、

農
家
自
ら
が
し
っ
か
り
と
管
理
を
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
家
自
ら
の
学
習
と
管
理
も
重
要

北部支所（中津市三光）

金
かないろ
色　昭

しょうじ
次さん（75）

担当戸数　７戸

　

私
は
、
平
林
果
樹
生
産
組
合
で
組
合

長
を
20
年
近
く
務
め
て
い
ま
す
。
昭
和

62
年
よ
り
桃
の
植
え
付
け
を
始
め
、
現

在
は
４
名
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
桃

の
出
荷
は
毎
年
６
月
の
終
わ
り
か
ら
８

月
中
ご
ろ
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
昨
年

道
の
駅
な
か
つ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。
入
荷
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
て
く
れ
て
売

れ
行
き
も
よ
く
好
評
で
し
た
。

　

農
業
全
体
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

地
区
で
も
後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。

　

以
前
は
７
名
で
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
人
も
減
り
、
廃
園
と
な
る
耕
地

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

手
の
方
で
桃
団
地
に
栽
培
に
来
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
私
も
体
が
元
気
な
限
り

お
い
し
い
桃
の
出
荷
を
頑
張
っ
て
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
桃
を
作
っ
て
い
き
た
い

9

　

竹
田
市
入
田
の
「
名
水
入
田
コ
ッ
ト
ン

水
車
」
で
は
、
入
田
地
区
の
農
家
が
作
っ

た
四
季
折
々
の
旬
野
菜
と
中
華
そ
ば
が
、

隣
に
あ
る
河か

わ

宇う

だ田
湧
水
を
訪
れ
る
県
内
外

の
方
に
好
評
だ
。

　

平
成
11
年
に
入
田
活
性
化
事
業
推
進
協

議
会
が
、
米
つ
き
用
の
水
車
小
屋
に
水
を

汲
み
に
来
る
人
達
に
新
鮮
な
野
菜
や
加
工

品
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
直
売
所
を
併
設

し
た
の
が
始
ま
り
。
店
名
も
米
を
つ
く
時

の
音
か
ら
名
付
け
た
。

　

博
多
一
風
堂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
中
華
そ
ば

　

平
成
24
年
に
は
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
ラ
ー
メ
ン
店
「
博
多
一
風
堂
」
な
ど

を
展
開
す
る
力
の
源
カ
ン
パ
ニ
ー
の
協
力

に
よ
り
河
宇
田
湧
水
を
使
用
し
た
中
華

そ
ば
が
誕
生
。
代
表
の
伊い

と
う藤
洋よ

う
い
ち一
さ
ん

（
80
）
は
「
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
す
。

農産物直売所「コットン水車」
☎ 0974-62-4910
竹田市入田字石原19番地
営業時間／11:00～15:00（平日）
　　　　　11:00～17:00（土日・祝日）

祖峰小
●

●泉水公民館

桑島とうふ製造所●

河宇田湧水●

コットン水車

8

中華そば：河宇田湧水を使用した
スープに地元産の野菜や肉を使っ
た、竹田の味力満載の中華そばだ。

　

近
年
、
県
北
を
代
表
す
る
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
し
て
人
気
な
の
が
お
好
み
焼
き
風
の「
ね

ぎ
焼
き
」
だ
。
宇
佐
市
に
あ
る
「
ね
ぎ
屋

さ
ん
の
ね
ぎ
焼
き
」
で
は
、
店
主
の
大お

お
く
ぼ窪

勉つ
と
むさ
ん
（
48
）
の
経
営
す
る
葱
屋
お
お
く

ぼ
㈲
で
栽
培
す
る
「
味
一
ね
ぎ
」
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
う
。「
ね
ぎ
が
お
い
し
い
と
お
客

さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ

し
い
」
と
大
窪
さ
ん
。

　
風
味
と
食
感
を
楽
し
ん
で

　

ね
ぎ
の
風
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
火
を

通
す
こ
と
で
ネ
ギ
の
甘
み
が
さ
ら
に
増
す
。

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
も
十
分
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
店
長
の
末す

え
つ
な綱
沢た

く
み望

さ
ん
（
19
）
は
「
ネ
ギ
が
苦
手
な
方
で
も

お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

よ
」
と
笑
顔
。

ねぎ屋さんのねぎ焼き
☎ 080-2721-6946
宇佐市四日市1398-2
営業時間／11:00～18:00
定休日／火曜日
ねぎ焼き 500円･ブタチーズねぎ 650円  他

ねぎ焼きをつくる末綱さん。
「ねぎを使ったメニューを
ふやしていきたい」と話す。

「今、直売所ではクレソンや
セリが好評です」と伊藤さん。

全景：河宇田湧水のすぐそば
にある。

河宇田湧水：竹田湧水群の中
でも最も多くの湧水量を誇る。

10

四日市北小学校

トキハインダストリー

宇佐産業科学高校

河野内科小児科

サンリブ

ねぎ屋さんのねぎ焼き
四日市門前町店

人気のねぎ焼き
（500円）

「９種類のねぎ焼きを準備してお待ちしていま
す」と末綱さん（左）と大窪さん（右）　

水
車
の
音
を
聴
き
な
が
ら

　
　
　
農
産
物
直
売
所
「
コ
ッ
ト
ン
水
車
」

生
産
者
が
立
ち
上
げ
た
ね
ぎ
焼
き
屋

　
　
　
　「
ね
ぎ
屋
さ
ん
の
ね
ぎ
焼
き
」
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南部支所（豊後大野市三重町）

川
かわ べ
辺　文

ぶんじ
治さん（64）

担当戸数　80戸

　

共
済
部
長
を
務
め
て
、
５
年
目
に
な
り

ま
す
。
私
の
地
区
は
水
稲
・
麦
・
施
設
園

芸
を
営
む
水
田
地
帯
で
、
建
物
共
済
を
含

め
た
ら
総
共
済
金
額
は
20
億
円
を
超
え
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
戸
数
も
多
く
建
物
共

済
推
進
や
配
付
物
で
は
苦
労
し
ま
す
が
、

水
稲
の
被
害
や
落
雷
な
ど
で
共
済
金
を
受

取
っ
た
人
か
ら
お
礼
を
言
わ
れ
る
と
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

　

最
近
、
農
業
は
政
治
に
振
り
回
さ
れ
て
、

そ
の
対
応
に
私
た
ち
農
家
は
苦
慮
し
て
い

ま
す
。
川
辺
地
区
に
は
農
業
法
人
も
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
他
地
区
で
も
個
人
や

高
齢
化
し
て
も
頑
張
っ
て
い
る
農
家
も
多

く
い
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
は
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
る
小
規
模
農
家
の
人
た
ち
も
、

制
度
の
恩
恵
が
い
つ
ま
で
も
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
頑
張
る
農
家
を
支
え
る
制
度
で

東部支所（杵築市大田）

本
ほん だ
田　知

としのり
典さん（69）

担当戸数　12戸

　

共
済
部
長
と
損
害
評
価
員
を
務
め
て

６
年
目
に
な
り
ま
す
。
私
の
地
区
は
営

農
組
合
に
よ
る
麦
・
大
豆
の
作
付
け
を

行
っ
て
お
り
、
農
繁
期
等
に
は
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
昔

は
イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
６
年
程
前
に
地
区
の
皆
と

協
力
し
て
広
範
囲
に
金
網
防
護
柵
を
設

置
し
ま
し
た
。
今
で
は
被
害
も
か
な
り

減
り
ま
し
た
。
た
だ
今
後
の
問
題
と
し

て
は
後
継
者
不
足
で
す
。
10
年
、
20
年

先
の
地
域
、
そ
し
て
組
合
の
運
営
を
考

え
る
と
や
は
り
、
後
継
者
の
育
成
が
こ

れ
か
ら
一
番
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　

麦
・
大
豆
の
防
除
に
つ
い
て
は
、
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
動
力
噴
霧
機
を
借
り
て

い
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
ま
す
。
合

併
し
て
１
年
経
ち
ま
し
た
が
、
今
後
も

今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
こ
う
い
っ
た
農
家

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

今
後
も
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に

中西部支所（大分市）

三
み え の
重野 幸

ゆきひろ
博さん（77）

担当戸数　３戸

　

今
は
生
産
資
材
の
高
騰
で
採
算
の
と

れ
る
農
業
経
営
を
す
る
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
作
物
に
つ

い
て
学
習
し
、
丹
精
込
め
て
栽
培
す
れ

ば
収
入
と
し
て
戻
っ
て
く
る
、
そ
れ
が

今
の
農
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
協
に
勤
め
て
い
た
頃
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
生
か
し
て
15
年
前
に
漬
物
加
工
の
免

許
を
取
得
し
ま
し
た
。
７
㌃
の
畑
で
栽

培
す
る
大
根
や
高
菜
を
漬
物
に
し
て
出

荷
し
て
い
ま
す
。
お
勧
め
は
新し

ん
づ
け潰
大
根

で
、
消
費
者
か
ら
の
注
文
も
頂
き
ま
す
。

栽
培
か
ら
加
工
ま
で
携
わ
り
、
喜
ん
で

頂
け
る
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

集
落
が
山
間
部
に
あ
る
た
め
、
イ
ノ

シ
シ
の
防
護
に
は
気
を
使
い
ま
す
。
稲

作
に
お
い
て
は
電
気
柵
な
ど
を
施
し
、

農
家
自
ら
が
し
っ
か
り
と
管
理
を
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

農
家
自
ら
の
学
習
と
管
理
も
重
要

北部支所（中津市三光）

金
かないろ
色　昭

しょうじ
次さん（75）

担当戸数　７戸

　

私
は
、
平
林
果
樹
生
産
組
合
で
組
合

長
を
20
年
近
く
務
め
て
い
ま
す
。
昭
和

62
年
よ
り
桃
の
植
え
付
け
を
始
め
、
現

在
は
４
名
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
桃

の
出
荷
は
毎
年
６
月
の
終
わ
り
か
ら
８

月
中
ご
ろ
に
か
け
て
行
い
ま
す
。
昨
年

道
の
駅
な
か
つ
が
オ
ー
プ
ン
し
、
出
荷

を
行
い
ま
し
た
。
入
荷
を
楽
し
み
に
し

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
て
く
れ
て
売

れ
行
き
も
よ
く
好
評
で
し
た
。

　

農
業
全
体
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

地
区
で
も
後
継
者
不
足
が
深
刻
で
す
。

　

以
前
は
７
名
で
栽
培
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
人
も
減
り
、
廃
園
と
な
る
耕
地

も
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
若

手
の
方
で
桃
団
地
に
栽
培
に
来
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
私
も
体
が
元
気
な
限
り

お
い
し
い
桃
の
出
荷
を
頑
張
っ
て
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
い
し
い
桃
を
作
っ
て
い
き
た
い
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竹
田
市
入
田
の
「
名
水
入
田
コ
ッ
ト
ン

水
車
」
で
は
、
入
田
地
区
の
農
家
が
作
っ

た
四
季
折
々
の
旬
野
菜
と
中
華
そ
ば
が
、

隣
に
あ
る
河か

わ

宇う

だ田
湧
水
を
訪
れ
る
県
内
外

の
方
に
好
評
だ
。

　

平
成
11
年
に
入
田
活
性
化
事
業
推
進
協

議
会
が
、
米
つ
き
用
の
水
車
小
屋
に
水
を

汲
み
に
来
る
人
達
に
新
鮮
な
野
菜
や
加
工

品
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
直
売
所
を
併
設

し
た
の
が
始
ま
り
。
店
名
も
米
を
つ
く
時

の
音
か
ら
名
付
け
た
。

　

博
多
一
風
堂
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
中
華
そ
ば

　

平
成
24
年
に
は
施
設
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
。
ラ
ー
メ
ン
店
「
博
多
一
風
堂
」
な
ど

を
展
開
す
る
力
の
源
カ
ン
パ
ニ
ー
の
協
力

に
よ
り
河
宇
田
湧
水
を
使
用
し
た
中
華

そ
ば
が
誕
生
。
代
表
の
伊い

と
う藤
洋よ

う
い
ち一
さ
ん

（
80
）
は
「
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
み
な
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
話
す
。

農産物直売所「コットン水車」
☎ 0974-62-4910
竹田市入田字石原19番地
営業時間／11:00～15:00（平日）
　　　　　11:00～17:00（土日・祝日）

祖峰小
●

●泉水公民館

桑島とうふ製造所●

河宇田湧水●

コットン水車

8

中華そば：河宇田湧水を使用した
スープに地元産の野菜や肉を使っ
た、竹田の味力満載の中華そばだ。

　

近
年
、
県
北
を
代
表
す
る
Ｂ
級
グ
ル
メ

と
し
て
人
気
な
の
が
お
好
み
焼
き
風
の「
ね

ぎ
焼
き
」
だ
。
宇
佐
市
に
あ
る
「
ね
ぎ
屋

さ
ん
の
ね
ぎ
焼
き
」
で
は
、
店
主
の
大お

お
く
ぼ窪

勉つ
と
むさ
ん
（
48
）
の
経
営
す
る
葱
屋
お
お
く

ぼ
㈲
で
栽
培
す
る
「
味
一
ね
ぎ
」
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
う
。「
ね
ぎ
が
お
い
し
い
と
お
客

さ
ん
が
言
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
一
番
う
れ

し
い
」
と
大
窪
さ
ん
。

　
風
味
と
食
感
を
楽
し
ん
で

　

ね
ぎ
の
風
味
を
生
か
し
な
が
ら
、
火
を

通
す
こ
と
で
ネ
ギ
の
甘
み
が
さ
ら
に
増
す
。

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
も
十
分
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
店
長
の
末す

え
つ
な綱
沢た

く
み望

さ
ん
（
19
）
は
「
ネ
ギ
が
苦
手
な
方
で
も

お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す

よ
」
と
笑
顔
。

ねぎ屋さんのねぎ焼き
☎ 080-2721-6946
宇佐市四日市1398-2
営業時間／11:00～18:00
定休日／火曜日
ねぎ焼き 500円･ブタチーズねぎ 650円  他

ねぎ焼きをつくる末綱さん。
「ねぎを使ったメニューを
ふやしていきたい」と話す。

「今、直売所ではクレソンや
セリが好評です」と伊藤さん。

全景：河宇田湧水のすぐそば
にある。

河宇田湧水：竹田湧水群の中
でも最も多くの湧水量を誇る。

10

四日市北小学校

トキハインダストリー

宇佐産業科学高校

河野内科小児科

サンリブ

ねぎ屋さんのねぎ焼き
四日市門前町店

人気のねぎ焼き
（500円）

「９種類のねぎ焼きを準備してお待ちしていま
す」と末綱さん（左）と大窪さん（右）　

水
車
の
音
を
聴
き
な
が
ら

　
　
　
農
産
物
直
売
所
「
コ
ッ
ト
ン
水
車
」

生
産
者
が
立
ち
上
げ
た
ね
ぎ
焼
き
屋

　
　
　
　「
ね
ぎ
屋
さ
ん
の
ね
ぎ
焼
き
」
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4
月
は
、
環
境
が
変
わ
っ
て
「
ス
ト
レ

ス
」
が
増
え
や
す
い
時
期
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
き
の
自
分
の

状
態
を
知
り
、
早
く
気
づ
い
て
、
積
極
的

に
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

ス
ト
レ
ス
と
は

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、「
心
身
に
過
剰
な
負

荷
が
か
か
る
」
こ
と
で
す
。

　
心
身
の
状
態
を
ボ
ー
ル
、
ス
ト
レ
ス
を

圧
力
に
例
え
る
と
…
…

　
何
の
ス
ト
レ
ス
も
か
か
っ
て
い
な
い
場

合
、
ボ
ー
ル
は
丸
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
圧
力
が
加
わ
る
と
、
ボ
ー
ル
は

い
っ
た
ん
へ
こ
み
ま
す
が
、
す
ぐ
元
通
り

に
膨
ら
み
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が
解

消
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ボ
ー

働
く
人
の
6
割
が
抱
え
る

ス
ト
レ
ス

保健師さんの健康アドバイス

ル
に
は
、
元
々
圧
力
を
は
ね
返
し
て
元
に

戻
ろ
う
と
す
る
力
（
回
復
力
）
が
あ
り
ま

す
。
何
回
も
圧
力
が
か
か
る
と
ボ
ー
ル
自

身
も
鍛
え
ら
れ
、
圧
力
に
負
け
に
く
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
き
な
圧
力
が
か
か
る
と
、

ボ
ー
ル
は
へ
こ
ん
だ
ま
ま
で
元
に
戻
れ
な

か
っ
た
り
、
圧
力
に
耐
え
き
れ
ず
、
破
裂

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
、

ス
ト
レ
ス
が
心
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
圧
力
が
か
か
っ
て
も
、
へ

こ
み
や
す
い
か
ど
う
か
に
は
、
ボ
ー
ル
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
込
み
や
す
い
か
ど
う
か
に

は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
の
影
響

　

ス
ト
レ
ス
を
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
様
々
な
問
題
と
し
て
現
れ
ま
す
。

行
動
：  

仕
事
の
ミ
ス・事
故
、
暴
飲
暴
食
、

衝
動
買
い
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
喫
煙

が
増
え
る

 

体 

：  

め
ま
い
、
頭
痛
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

高
血
圧
、
動
機
、
胃
痛
、
下
痢
・

便
秘
、
腰
痛

 

心 

：
う
つ
、
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど

　
自
分
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
現

れ
や
す
い
か
を
知
っ
て
お
く
と
、「
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
を
知
る
手

だ
て
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
法

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
ら
、
何
か
し
ら
の
対
応
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
対
処
法
と
し
て
は
「
親

し
い
人
と
交
流
す
る
」「
笑
う
」「
休
憩
す

る
」「
落
ち
着
け
る
場
所
を
確
保
す
る
」「
趣

味
に
打
ち
込
む
」「
自
然
に
親
し
む
」「
適

度
な
運
動
を
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
１
つ
で
は
な
く
複

数
持
っ
て
お
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
何
か
の
事
情
で
１
つ

が
出
来
な
く
な
っ
て
も
、
他
の
も
の
を
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
日
常
的
に
か
か
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
上
手
に
解
消
し
な
が
ら
、
心

身
の
健
康
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
「
働
く
人
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
『
こ

こ
ろ
の
耳
』」（http://kokoro.m

hlw
.

go.jp

） 
で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
各
種
制
度
、
専

門
相
談
窓
口
な
ど
「
ス
ト
レ
ス
」
に
関
す

る
情
報
の
提
供
、
メ
ー
ル
で
の
相
談
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
― 

働
く
人
の
ス
ト
レ
ス
対
策
を

国
が
制
度
化
―

　

厚
生
労
働
省
が
５
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
「
労
働
者
健
康
状
況
調
査

２
０
１
２
年
」
に
よ
れ
ば
、「
仕
事
や

職
業
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
」
労
働
者
の
割
合
は
、
50･

６
％

（
１
９
８
２
年
）
↓
60･

９
％
（
２
０
１

２
年
）
と
推
移
し
て
お
り
、
今
や
働
く

人
の
約
６
割
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
「
労
災
請
求
件
数
」
も
、
近
年
、
う

つ
病
な
ど
の
精
神
障
害
が
脳
・
心
臓
疾

患
を
抜
い
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
平

成
25
年
度
脳･

心
臓
疾
患
と
精
神
障
害
の

労
災
補
償
状
況
」
よ
り
）。

　
そ
う
し
た
事
態
を
背
景
に
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
追
加
を
決
定
し

ま
し
た
。
１
年
に
１
回
以
上
、
医
師
や

保
健
師
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
希
望
に
よ
っ

て
は
面
接
指
導
な
ど
も
行
う
も
の
で

す
。
50
人
以
上
の
事
業
所
に
義
務
付
け

ら
れ
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
　
日
田
市
医
師
会
立
　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
　
井
上
亜
紀

適度なストレス

過剰なストレス ストレス因子

ストレス反応

ストレス反応

心理 身体 行動
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① ② ③ ④

A

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

B⑨ ⑩ ⑪

⑫

⑬ C D⑭ ⑮

E⑯ ⑰

タテのキー
① 大分県の戦国大名と言えば○○○○宗麟。
② 今頃の時期からそろそろ収穫が始まる夏
が旬の野菜。

③ たくさんの品種があり、一年を通して観
賞できる花。

④ 太陽が昇る前の空が少し明るくなり始め
る頃をさす言葉。

⑥ 大分県出身の福岡ソフトバンクホークス
の選手。

⑦ 長崎県の島○○・○○○。
⑧ 醤油で下味をつけた肉や魚に片栗粉をつ
けて油で揚げた料理。

⑪ 主に３～４月に咲く花で、食用油や整髪
料にも用いられる。

⑬ 校内○○運動。
⑮ 米や麦、大豆を使って作るもので、大分
県は全国トップレベルの生産量を誇る。

ヨコのキー
① グレート・バリア・リーフがある国。
⑤ ○○○○道五十三次。歌川広重の
作品でも有名。

⑧ ５番目の干支。
⑨ 臼と杵で叩いて作ります。
⑩ 啄木鳥と書きます。
⑫ これからの時期が見頃の花。「伊勢
物語」で在原業平が詠んだ歌が有
名。

⑬ この果実はある楽器に似ているこ
とからその名がついたと言われる、
これからが旬の果物。

⑭ 漁をする時に使う道具の一種。長
方形や円形で広げて使う。

⑯ 韓国の民族衣装○○・チョゴリ。
⑰ 煮ても揚げても美味、イカの足。

ハガキまたはＥメールに下記の①
～⑤を記入いただき、お申し込み
ください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

　①クイズの答え
　②感想や 1番よかった記事、
　　NOSAI への質問や要望
　③郵便番号、住所
　④氏名、年齢
　⑤電話番号

【ハガキのお送り先】
　〒 870-0822
　大分県大分市大道町
　　　　　３丁目１番１号
　大分県農業共済組合  広報係

【Ｅメールのお送り先】
　kirari@nosai-oita.jp【応募の締め切り】 2015年５月31日(日)（消印有効）

【第４号（12月号）クイズの正解】 ひのようじん

応募総数 168 通のうち、正解者は 167 通でした。正解者の中から抽選の結果、
15名の方に「お菓子セット」をお贈りしました。

ご
家
族
紹
介

今号の
表紙

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
畜
産
経
営
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
隆
史
さ
ん
。
育
っ
た
環
境
か
ら
自
然
と
畜
産
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
竹
田
市
久
住
町
の
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
を
経
て
22
歳
の
と
き
に
本
格
的
に
就
農
し
た
。

　

森
さ
ん
一
家
で
は
繁
殖
・
肥
育
牛
を
約
２
７
０
頭
飼
養
し

て
お
り
、
主
な
作
業
は
両
親
と
隆
史
さ
ん
の
ほ
か
２
名
の
従

業
員
で
行
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
両
親
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
も

多
い
と
い
う
隆
史
さ
ん
。「
も
っ
と
高
品
質
の
肉
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
九
重
町
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。豊
後
牛
の
お
い
し
さ
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
す
。

《九重町　森さんファミリー》
祖母　イサ子さん　（83）
父　　利

としひろ
博さん　　（61）　　　母　絹

きぬこ
子さん　　（62）

　　　隆
たかし
史さん　　（31）　　　妻　美

み
穂
ほ
さん　　（31）

A～Eを並び替えて意味のある
言葉にしてください。
【ヒント】
端午の節句に食べる機会が多い
ですよ。
【プレゼント】
正解者の中から抽選で 10名様に「きつき茶、
大麦若葉（青汁）セット」（( 農 ) きつき茶生
産組合）を差し上げます。
大麦若葉（青汁）は食物繊維が豊富な杵築産大麦若葉と、
カテキンが多いお茶「べにふうき」を使用しています。
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4
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は
、
環
境
が
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わ
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て
「
ス
ト
レ

ス
」
が
増
え
や
す
い
時
期
で
す
。

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た
と
き
の
自
分
の

状
態
を
知
り
、
早
く
気
づ
い
て
、
積
極
的

に
解
消
し
ま
し
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う
。

ス
ト
レ
ス
と
は

　

ス
ト
レ
ス
と
は
、「
心
身
に
過
剰
な
負

荷
が
か
か
る
」
こ
と
で
す
。

　
心
身
の
状
態
を
ボ
ー
ル
、
ス
ト
レ
ス
を

圧
力
に
例
え
る
と
…
…

　
何
の
ス
ト
レ
ス
も
か
か
っ
て
い
な
い
場

合
、
ボ
ー
ル
は
丸
く
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
な
圧
力
が
加
わ
る
と
、
ボ
ー
ル
は

い
っ
た
ん
へ
こ
み
ま
す
が
、
す
ぐ
元
通
り

に
膨
ら
み
ま
す
。
こ
れ
は
ス
ト
レ
ス
が
解

消
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、ボ
ー

働
く
人
の
6
割
が
抱
え
る

ス
ト
レ
ス

保健師さんの健康アドバイス

ル
に
は
、
元
々
圧
力
を
は
ね
返
し
て
元
に

戻
ろ
う
と
す
る
力
（
回
復
力
）
が
あ
り
ま

す
。
何
回
も
圧
力
が
か
か
る
と
ボ
ー
ル
自

身
も
鍛
え
ら
れ
、
圧
力
に
負
け
に
く
く
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
き
な
圧
力
が
か
か
る
と
、

ボ
ー
ル
は
へ
こ
ん
だ
ま
ま
で
元
に
戻
れ
な

か
っ
た
り
、
圧
力
に
耐
え
き
れ
ず
、
破
裂

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
、

ス
ト
レ
ス
が
心
身
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
状
態
で
す
。

　
ま
た
、
同
じ
圧
力
が
か
か
っ
て
も
、
へ

こ
み
や
す
い
か
ど
う
か
に
は
、
ボ
ー
ル
に

よ
っ
て
差
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
ス

ト
レ
ス
を
溜
め
込
み
や
す
い
か
ど
う
か
に

は
個
人
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が
あ
り
ま
す
。

ス
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ス
の
影
響
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ス
を
そ
の
ま
ま
放
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て
お
く

と
、
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な
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と
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て
現
れ
ま
す
。
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仕
事
の
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ス・事
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、
暴
飲
暴
食
、
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動
買
い
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
喫
煙

が
増
え
る

 

体 

：  

め
ま
い
、
頭
痛
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、

高
血
圧
、
動
機
、
胃
痛
、
下
痢
・

便
秘
、
腰
痛

 

心 

：
う
つ
、
不
安
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど

　
自
分
の
場
合
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が
現

れ
や
す
い
か
を
知
っ
て
お
く
と
、「
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
」
こ
と
を
知
る
手

だ
て
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
法

　
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
ら
、
何
か
し
ら
の
対
応
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
対
処
法
と
し
て
は
「
親

し
い
人
と
交
流
す
る
」「
笑
う
」「
休
憩
す

る
」「
落
ち
着
け
る
場
所
を
確
保
す
る
」「
趣

味
に
打
ち
込
む
」「
自
然
に
親
し
む
」「
適

度
な
運
動
を
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
１
つ
で
は
な
く
複

数
持
っ
て
お
く
こ
と
が
す
す
め
ら
れ
ま

す
。
そ
う
す
れ
ば
、
何
か
の
事
情
で
１
つ

が
出
来
な
く
な
っ
て
も
、
他
の
も
の
を
続

け
ら
れ
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
は
日
常
的
に
か
か
っ
て
く
る

も
の
で
す
。
上
手
に
解
消
し
な
が
ら
、
心

身
の
健
康
を
保
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
「
働
く
人
の
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
『
こ

こ
ろ
の
耳
』」（http://kokoro.m

hlw
.

go.jp

） 

で
は
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
、
各
種
制
度
、
専

門
相
談
窓
口
な
ど
「
ス
ト
レ
ス
」
に
関
す

る
情
報
の
提
供
、
メ
ー
ル
で
の
相
談
な
ど

を
し
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ

た
ら
、
利
用
し
て
み
て
下
さ
い
。

　
― 

働
く
人
の
ス
ト
レ
ス
対
策
を

国
が
制
度
化
―

　

厚
生
労
働
省
が
５
年
に
１
回
行
っ

て
い
る
「
労
働
者
健
康
状
況
調
査

２
０
１
２
年
」
に
よ
れ
ば
、「
仕
事
や

職
業
生
活
で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

る
」
労
働
者
の
割
合
は
、
50･

６
％

（
１
９
８
２
年
）
↓
60･

９
％
（
２
０
１

２
年
）
と
推
移
し
て
お
り
、
今
や
働
く

人
の
約
６
割
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
を
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
「
労
災
請
求
件
数
」
も
、
近
年
、
う

つ
病
な
ど
の
精
神
障
害
が
脳
・
心
臓
疾

患
を
抜
い
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働
省
「
平

成
25
年
度
脳･

心
臓
疾
患
と
精
神
障
害
の

労
災
補
償
状
況
」
よ
り
）。

　
そ
う
し
た
事
態
を
背
景
に
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
の
追
加
を
決
定
し

ま
し
た
。
１
年
に
１
回
以
上
、
医
師
や

保
健
師
に
よ
り
、
職
場
に
お
け
る
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
希
望
に
よ
っ

て
は
面
接
指
導
な
ど
も
行
う
も
の
で

す
。
50
人
以
上
の
事
業
所
に
義
務
付
け

ら
れ
、
２
０
１
５
年
12
月
か
ら
施
行
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
　
日
田
市
医
師
会
立
　
日
田
検
診
セ
ン
タ
ー

　
保
健
師
　
井
上
亜
紀

適度なストレス

過剰なストレス ストレス因子

ストレス反応

ストレス反応

心理 身体 行動
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① ② ③ ④

A

⑤ ⑥ ⑦ ⑧

B⑨ ⑩ ⑪

⑫

⑬ C D⑭ ⑮

E⑯ ⑰

タテのキー
① 大分県の戦国大名と言えば○○○○宗麟。
② 今頃の時期からそろそろ収穫が始まる夏
が旬の野菜。

③ たくさんの品種があり、一年を通して観
賞できる花。

④ 太陽が昇る前の空が少し明るくなり始め
る頃をさす言葉。

⑥ 大分県出身の福岡ソフトバンクホークス
の選手。

⑦ 長崎県の島○○・○○○。
⑧ 醤油で下味をつけた肉や魚に片栗粉をつ
けて油で揚げた料理。

⑪ 主に３～４月に咲く花で、食用油や整髪
料にも用いられる。

⑬ 校内○○運動。
⑮ 米や麦、大豆を使って作るもので、大分
県は全国トップレベルの生産量を誇る。

ヨコのキー
① グレート・バリア・リーフがある国。
⑤ ○○○○道五十三次。歌川広重の
作品でも有名。

⑧ ５番目の干支。
⑨ 臼と杵で叩いて作ります。
⑩ 啄木鳥と書きます。
⑫ これからの時期が見頃の花。「伊勢
物語」で在原業平が詠んだ歌が有
名。

⑬ この果実はある楽器に似ているこ
とからその名がついたと言われる、
これからが旬の果物。

⑭ 漁をする時に使う道具の一種。長
方形や円形で広げて使う。

⑯ 韓国の民族衣装○○・チョゴリ。
⑰ 煮ても揚げても美味、イカの足。

ハガキまたはＥメールに下記の①
～⑤を記入いただき、お申し込み
ください。当選者は発送をもって
発表にかえさせていただきます。

　①クイズの答え
　②感想や 1番よかった記事、
　　NOSAI への質問や要望
　③郵便番号、住所
　④氏名、年齢
　⑤電話番号

【ハガキのお送り先】
　〒 870-0822
　大分県大分市大道町
　　　　　３丁目１番１号
　大分県農業共済組合  広報係

【Ｅメールのお送り先】
　kirari@nosai-oita.jp【応募の締め切り】 2015年５月31日(日)（消印有効）

【第４号（12月号）クイズの正解】 ひのようじん

応募総数 168 通のうち、正解者は 167 通でした。正解者の中から抽選の結果、
15名の方に「お菓子セット」をお贈りしました。

ご
家
族
紹
介

今号の
表紙

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
畜
産
経
営
を
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
話
す
隆
史
さ
ん
。
育
っ
た
環
境
か
ら
自
然
と
畜
産
に
興
味
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
竹
田
市
久
住
町
の
大
分
県
畜
産
研
修
セ
ン

タ
ー
で
の
研
修
を
経
て
22
歳
の
と
き
に
本
格
的
に
就
農
し
た
。

　

森
さ
ん
一
家
で
は
繁
殖
・
肥
育
牛
を
約
２
７
０
頭
飼
養
し

て
お
り
、
主
な
作
業
は
両
親
と
隆
史
さ
ん
の
ほ
か
２
名
の
従

業
員
で
行
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
両
親
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
も

多
い
と
い
う
隆
史
さ
ん
。「
も
っ
と
高
品
質
の
肉
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
九
重
町
に
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。豊
後
牛
の
お
い
し
さ
を
世
界
に
知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」

と
話
す
。

《九重町　森さんファミリー》
祖母　イサ子さん　（83）
父　　利

としひろ
博さん　　（61）　　　母　絹

きぬこ
子さん　　（62）

　　　隆
たかし
史さん　　（31）　　　妻　美

み
穂
ほ
さん　　（31）

A～Eを並び替えて意味のある
言葉にしてください。
【ヒント】
端午の節句に食べる機会が多い
ですよ。
【プレゼント】
正解者の中から抽選で 10名様に「きつき茶、
大麦若葉（青汁）セット」（( 農 ) きつき茶生
産組合）を差し上げます。
大麦若葉（青汁）は食物繊維が豊富な杵築産大麦若葉と、
カテキンが多いお茶「べにふうき」を使用しています。
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編
集
後
記

国
東
市
国
東
町

　森
川 

優
咲
さ
ん
（
28
）

玖
珠
郡
玖
珠
町

　秋
吉
麻
莉
江
さ
ん
（
30
）

❶
畜
産
経
営
　
和
牛
繁
殖
１
２
０
頭

❷
仕
事
で
の
苦
労
は
喜
び
で
す
。

❸
納
得
の
い
く
子
牛
に
仕
上
が
っ
た

時
や
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い

る
時
。
　

❹
大
人
に
な
っ
た
半
面
、
子
供
の
よ
う

な
面
が
多
々
あ
る
こ
と
。
　

❺
家
族
サ
ー
ビ
ス
。
娘
と
一
緒
に
過
ご

し
ま
す
。
　

❻
一
次
産
業
を
極
め
、
国
東
か
ら
世
界

へ
と
良
質
な
和
牛
を
届
け
、
食
卓
を

笑
顔
に
し
た
い
で
す
。

❶
農
業
（
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ナ
ス
）

❷
夏
場
の
暑
い
時
期
の
作
業
で
す
。

❸
よ
い
品
物
が
出
荷
で
き
た
時
。

❹
の
ん
気
な
所
で
す
。

❺
子
供
と
遊
ん
だ
り
、
ゆ
っ
く
り
と

過
ご
し
ま
す
。

❻
今
よ
り
い
い
品
質
の
も
の
を
作
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
い
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
で
は
「
広

報
紙
き
ら
り
」
と
は
別
に
農
業
共
済

新
聞
で
月
２
回
「
お
お
い
た
版
」
と

い
う
紙
面
を
制
作
し
て
い
ま
す
。「
お

お
い
た
版
」
で
４
月
か
ら
『
集
落
創

生
』と
い
う
連
載
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
地
域
資
源
に
恵
ま

れ
た
県
内
の
集
落
で
は
、
脈
々
と
農

業
が
営
ま
れ
、
生
活
に
密
着
し
た
文

化
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

高
齢
化
・
小
規
模
集
落
化
は
進
み
、

集
落
機
能
の
維
持
が
大
き
な
課
題
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
集
落
の
抱
え
る
事
情
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
県
内
各
地
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
事
例
か
ら
、「
持
続
可
能
な

集
落
創
り
」の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
は
ず
。

そ
し
て
、
集
落
の
た
め
に
汗
を
流
す

人
々
の
姿
も
伝
え
て
い
き
ま
す
。

①
現
在
の
仕
事
内
容

②
仕
事
で
苦
労
し
た
こ
と

③
仕
事
で
喜
び
を
感
じ
る
こ
と

④
自
分
の
チ
ャ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト

⑤
休
日
の
過
ご
し
方

⑥
10
年
後
の
自
分
は
？

伝えたい“ふるさとの味”
①
大
豆
を
一
晩
水
に
浸
し
て
お
く
。

②
人
参
と
水
で
戻
し
た
キ
ク
ラ
ゲ
を
千
切
り
に
し
、
か

ま
ぼ
こ
を
５
ミ
リ
の
細
切
り
に
す
る
。

③
フ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
大
豆
、ご
ぼ
う
を
入
れ
、粗

み
じ
ん
に
す
る
。

④
鍋
に
油
を
入
れ
、大
豆
、ご
ぼ
う
、人
参
、キ
ク
ラ
ゲ
を

炒
め
、水
、酒
、醤
油
、砂
糖
を
加
え
る
。

⑤
水
分
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
ら
、
と
き
卵
を
加
え
水

分
が
な
く
な
る
ま
で
炒
め
る
。

⑥
ミ
ッ
ク
ス
ベ
ジ
タ
ブ
ル
、
か

ま
ぼ
こ
を
加
え
、火
を
通
す
。

最
後
に
煙
が
出
る
く
ら
い
熱

し
た
油
を
回
し
か
け
て
、
よ

く
混
ぜ
る
。

レシピ提供
玖珠町 衛藤奈美子さん

農業、道の駅「童話の里くす」や
「良心市」（地元農産物や加工品
販売の店）に手作りの弁当、おこ
わ、惣菜、餅などを毎日出品。味
がよく、いつも売り切れてしまう。
NOSAI 女性部玖珠支部長

材料（５人前）
大豆（乾） ２合
ごぼう　 100g
人参　 １本
キクラゲ　 30g
ミックスベジタブル　 200g
かまぼこ　 ２本
卵　 ４個

水　 ２合
酒　 １合
薄口醤油　 50cc
砂糖　 150g
油　 100cc

大
豆
そ
ぼ
ろ

あ
き
よ
し  

お   

り   

え

も
り
か
わ  

ゆ
う
さ
く


